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明
日
の
言
葉

一つのドアが閉まる時、別のドアが開く。
 ……アレクサンダー・グラハム・ベル

電話の実用化に成功した事業家ベルの言葉。この後に、
「しかし、私たちは、閉まったドアを残念そうにじっと見つめているので、
新しいドアが既に開いていることに気付かない」と続けた。



写真：Hallway of Doors
©David Mendeisohn/Masterfile /amanaimages

INDEX
2014

summer

論文
コペルニクス的発想

「情報薬」による
Full-Powered Medicineの提案
辰巳 治之　札幌医科大学 大学院 医学研究科† 教授

新見 隆彦　†助手　　溝口 照悟　†博士課程（鍼灸師）　

太田 秀造　†研究生　　榊 房子　†研究員

論文
日本のエレクトロニクス産業に
課された転進の道筋
三品 和広　神戸大学 大学院 経営学研究科 教授

論文
人財イノベーションとICT
―ダイバーシティの確保こそが産業競争力の源泉―

関根 千佳　同志社大学 政策学部 教授／大学院 総合政策科学研究科 教授

論文
ICTは企業のイノベーションを促進するか
井戸田 博樹　近畿大学 経済学部 総合経済政策学科 教授

特別論文
デジタルネイティブを越えて
高橋 利枝　早稲田大学 文学学術院 教授

エッセイ＆お知らせ
すでに始まってしまった未来について
見かけと実体
平野 啓一郎 作家
情報伝達・解体新書
煮豆の味と群れの意識
郡司ペギオ幸夫　早稲田大学 基幹理工学部 表現工学科 教授

お知らせ
2014年度 著書出版・海外学会等参加
助成に関するお知らせ
論文公募のお知らせ
明日の言葉
戸締まりが大事
髙橋 秀実 ノンフィクション作家

4

20

30

40

50

2

60

62

64

特集
ネクストコム



特集
情報通信
イノベーション

と

すでに始まってしまった未来について　　　⑱

文：平野啓一郎
絵：大坪紀久子

Keiichiro Hirano

小説家。1975年生まれ。1999年京都大学在学中に『日蝕』により芥川賞を受賞。
以後、『葬送』 、『ドーン』、『かたちだけの愛』など、数々の作品を発表し、各国で翻訳紹介されている。

近著は『私とは何か ―「個人」から「分人」へ』（講談社現代新書）、『空白を満たしなさい』（講談社）。
最新刊は『透明な迷宮』（新潮社 6月刊行予定）。
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　見かけと実体との乖
かい

離
り

というのは、プラトンの時代から
の西洋哲学の大問題である。
　古代ギリシア哲学がキリスト教に影響を及ぼすようにな
ると、例えばドケティズムdocetismといった興味深い異端
思想が生まれている。これは、キリストには人間としての
実体はなく、単に人間のように見えていた幻影に過ぎない
という考え方で、十字架上のキリストも、従って実は苦痛
を感じてはおらず、ただそのフリをしていただけだと見る。
神の子であるキリストが、どうして人間なんかに釘を打た
れて痛がるだろうかというのは、なるほど説得力がある気
もするが、当然これは正統信仰からは否定される。
　もっと生活――というより生存――に密着したところで
は、14世紀以降、既にして19世紀と変わらないほど肉を大
量に消費していたフランスでは、冷蔵庫もない時代だけに、
その販売に関して厳格な規制がなされていた。死体の肉、
病気の肉、若すぎる肉、怪我を負った動物の肉、……など、
店頭に並べてはならない肉について、実に細かい禁止項目
があり、面白いことに、肉を新鮮に見せるために、一日中、
蝋燭の火を灯していた肉屋が訴えられて、以後、夏は朝7
時以降、冬は8時以降に蝋燭を灯すことが禁じられた、と
いった記録まで残っている（『「カボシュ暴動」とパリの肉屋
職人』岡田尚文著）。
　ハンナ・アーレントは、『人間の条件』の中で、コペルニ
クスの地動説を、ガリレオが望遠鏡で確認したことを非常
に重視し、私たちが理性によっても、感性によっても判断
出来ず、ただ道具を用いることでしか触れられない真理の
存在について語っている。
　食品偽装に始まり、偽ベートーベン、そして、STAP細
胞と、このところの一連の見かけと実体との乖離を巡る事
件の報道に触れながら、私はまったく恣意的だが、宗教、
日常生活、科学技術の上記三例のことをしばらく考えてい
た。
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イノベーションとは、新しい価値を生み出し、
社会に大きな変化を起こすことと、提唱者シュンペーターは言う。
それを可能にするのは、新結合、新機軸、新しい切り口、新しい捉え方、
それに新しい活用法の創造である。
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コペルニクス的発想
「情報薬」によるFull-Powered 
Medicineの提案

　A. 序論

　コンピュータやインターネットが出現してから加速
的に情報化が進むようになった。このようなハードや
インフラも重要であるが、その次はコンテンツとよく

言われる。そして、そのコンテンツ（情報）が価値を持
つか持たないかが、実は最も重要である。例えば、オ
ラクルは、JAVAも、サンマイクロシステムズも傘下
に収め、データベースに特化したマシーンも製造でき、
その強さは絶大だが、Googleも無視できない。しかし、
次代は「情報薬」であると考える。

星が動いていると考えても、地球が動いていると考えても、実は、自分にとっては何にも変わらない。
自分の信じていたことが覆されると、ビックリして何を信じて良いのかわからなくなるが、何も変わらない。
これらは全て頭の中の出来事であり、頭がそう思えば、そうなのである。
従来の考え方と違う考え方をするだけで、新しい物が見えてくる。
それが「情報薬」【1】-【9】であり、Full-Powered Medicine【8】-【9】である。

キーワード
情報薬　戦略的防衛医療構想　ツボ刺激　フルパワード医療　ビッグデータの次代　
ユビキタス・ゼロクリック・センサーネットワーク

札幌医科大学 大学院 医学研究科† 生体情報形態学 教授

辰巳 治之 Haruyuki Tatsumi

新見 隆彦 Takahiko Shimmi 溝口 照悟 Shogo Mizoguchi 太田 秀造 Syuzo Ota 榊 房子 Fusako Sakaki
†助手 †博士課程（鍼灸師） †研究生 †研究員
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A.1 コペルニクス的発想
　地球が回っていても、回っていなくても、人生は、
まったく変わらない。フィギュアスケートの羽生選手
が、金メダルを取っても、取らなくても、浅田選手が、
転んでも、転ばなくても、我々は痛くも痒

かゆ

くもないは
ず。当たり前のことである。しかし、彼らと何の関係
も無くても、あのオリンピックのシーンで、勇気・元
気・やる気をもらえた人は多い。金メダル受賞の演技
を見て元気がでるという方が普通であり、なぜ？と考
える方が、おかしいかも知れない。
　このようにあまりに当たり前のことを、見方1）や解
釈2）を変えるだけで、世界が変わるように感じる。こ
れがコペルニクス的発想の本質である。
　これから述べることは、あまりにも当たり前で、普
通の話で、なんら新しい大発見などない。実体は変わ
らずとも、見方を変えると、非常に面白い。面白すぎ
て、逆に、胡

う

散
さん

臭く思われ、受け入れ難い人や信じら
れない人もでてくる。そうであればあるほど、それは
コペルニクス的発想なのである。

　B. 情報について

B.1 情報とは
　言葉や漢字（図表1）は、奥深いものである。「情」と
は、立心偏に青と書く。「青」は、青年、青春、青葉
など、若くて変化するもの、あるいは、「青」に、「さ
んずい」をつけると、濁っているものが変化し清くな
る。清むという意味になる。従って「情け（なさけ）」
も、「情（じょう）」も「心」が動いている。そこから「情
報」とは伝えて人の心が変わる、心を動かすことので
きるものと定義する。また、心が変わらなければ、動
かなければ、それは雑音である。工学系の分野では
Signal/Noise比として、情報の精度を表す。心が強く
動くことを感動という。「I was moved」というのは、

決して移動しているのではなく、心が動いている、感
動しているのである。
　いろいろな変化が刺激となり、その刺激が信号とな
り、情報となる。光の反射の強弱がコントラストとな
り、画像、文字として処理され、その刺激（情報）が心
を動かす。空気の振動、その疎密が音波となり、声と
なり、音楽となる。このように五感を通じて、いろい
ろな変化を感じ取り、それが情報となり、心が動くの
である。
 
B.2 ビッグデータの価値
　整理されていないビッグデータはゴミである。情報
が多すぎて、必要なときにすぐに引き出せなければ役
に立たない。無い方がましだということになる。また、
再利用できない情報は価値が無い。いつでも再利用可
能なようにしておくこと、すぐに引き出せるようにし
ておくことが重要である。さらに、いつ利用されるか
わからない情報でも価値がある。あちこち探し、どこ

図表1  情報とは細胞（人の心）を動かす。
　　　 細胞を動かすことができれば「薬」になる

情報の本質

青
青年：young man

青とは：若い、未熟、
成長する、変わる 報いる  ～に対したお返し：

　　　  action or things
報せる  伝える心が青くなる？：心が変わる

青葉：green leaf
pay back

inform,convey心
【情】立心偏に青 【報】

伝えて人の心が変わらなければ：雑音

刺激！信号！
神経系

S/N 比→1 or 0
複雑な意味、反応
（心、考え）条件判断

伝えて人の心（細胞）を変えるものが：情報

）（ ＋ ＋ ＝報 情報

幸（手枷）＋
ひざまずいた人＋手

TM
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を探しても無いような情報があれば感動する。一見、
ゴミと思える情報でも、ある日突然重要になったり、
他の人にとって価値が無くとも、自分にとって重要な
意味を持つ情報もある。従って、できる限り多くの情
報を入手可能にしておくことは重要である。
　情報の価値は、生鮮食料品のようなところもあり、
時間が経てば古くなり価値が無くなることもある。一
番わかりやすい「タイムリーな情報」の例は、学生の
試験問題である。問題が入手できても試験日の前後で
情報の価値は大いに異なる。また、信頼性の高い情報
でなければ役に立たない。従って情報の出典や日付、
変更履歴も重要である。もちろん、古い情報でも価値
を持つようになることもある。
　言い直すと、今後重要なのは、ビッグデータが情報
になるか、人の心を動かせるかである。データ処理の
仕方やそれを使う文脈、タイミングでビッグデータの
価値が変わる。究極は薬としても使える。

　C. コペルニクス的発想1：「情報薬」

C.1 情報の定義から情報薬へ
　情報とは、心を動かすものという発想から、さらに
推し進め、「細胞を動かすもの」と定義すると、新し
い展開が見えてくる。情報で細胞を動かせるのだか
ら、細胞が右に傾いて病気になっているのなら、左へ
という情報を与え、細胞がその通り動けば病気は治る。
従って、情報は薬として使えるのである。広い意味で
のマルチメディア情報をうまく使えば、身体や心を健
康に保つことができるはずである。

C.2 従来の薬剤
　解熱剤も細胞に働き、機能を制御する情報とみるこ
とができる。教科書的には、発熱物質は視床下部の体
温調節中枢でプロスタグランジン（PG）を産生させ、

そこにあるサーモスタットの設定を高くするためとい
われている。PG合成を抑制する非ステロイド性抗炎
症剤（NSAIDs）は、高まったサーモスタットの設定を
リセットして正常レベルにまで低下させることにより
解熱効果を発揮するという。いずれにせよ、正常の設
定値を、PGは上げ、NSAIDsは下げさせる情報とみる
ことができる。

C.3「情報薬」としての分子標的治療剤 
C.3.1 増殖シグナル
　細胞増殖のシグナル伝達系が近年明らかになってき
た。細胞は周囲の状況を判断し、細胞を増やしたいと
判断した細胞はEGF（Epidermal Growth Factor）を
分泌する。この情報を受け取るアンテナとしてEGF 
Receptorを発現している細胞では、この情報を受け取
れる。EGFがreceptorに結合すると、その情報が細胞
内に伝わり、チロシンキナーゼが活性化（リン酸化）さ
れ、さらにK-Rasを活性化し、その結果、細胞が増殖
するようになる。

C.3.2 癌
がん

の発生
　癌を調べてみると、増殖せよという情報（EGF）がな
いにもかかわらず、情報伝達系の下流にあるチロシン
キナーゼが活性化されていたことがわかった。すなわ
ち、自己リン酸化という変異が、勝手に下位に増殖シ
グナルを伝えていた。それでK-Rasが活性化され不必
要な細胞増殖がどんどん起きる。これが癌化の原因に
なっている。言い換えてみると、癌細胞は勘違いして
いるのである。

C.3.3 抗癌剤（イレッサ）が効く場合
　増殖シグナルが伝わらないようにすれば癌の増殖を
とめることができる。そこで、チロシンキナーゼの自
己リン酸化をブロックするイレッサという分子標的治
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療薬を使うと、癌細胞の増殖を抑えることができる。
すなわち、情報をブロックすることにより、勘違いが
止まる。抗癌剤も「情報薬」である。

C.4 遺伝子治療、幹細胞移植、放射線治療
　遺伝子治療には、DNAやRNAといった情報そのも
のを使う。幹細胞移植も、幹細胞そのものが位置する
場所の状況を把握し、新たなる情報（指示）を出してい
る。放射線治療も、細胞に自滅しなさいという情報を
与え、細胞死（アポトーシス）の引き金となったり、突
然変異（情報の書き換え）を引き起こす。

C.5 「情報薬」：実例
　「波動によって人の心を動かしてみせます、いや、
細胞を動かします」と言うと非常に怪しく思われる。
このような例もある。「ア〜〜〜〜」という音を発生さ
せ、声でワイングラスを砕いてみせると、ビックリす
る。奇跡の声を持つ男とまで表現される 3）。また、自
然界の現象を利用した超音波洗浄機（ソニケーター）も
あるが、「情報薬」とは、そのような特殊なものではな
く、もっと普通の話である。
　講演会などで実演して爆笑される。「手を上げてみ
てください」と言うと、大概の場合、手を上げてもら
える。「ほら、空気の振動、波動で、細胞が動きまし
たね！」と言うと、だまされたような気になる。

C.6 「情報薬」：作用機序（図表２、次頁）
　「情報薬（言葉の場合）」は次のように作用する。声
帯を振動させ発声する（図表2-1:声帯）。そして空気の
振動（図表2-2 :波動）が鼓膜（図表2-3 :耳）に伝わり、そ
れが耳小骨（図表2-4 :耳小骨）で増幅され蝸

か

牛
ぎゅう

内（図表
2-5:蝸牛）の内リンパが揺れ、その波長に合ったコルチ
器（図表2-6 :コルチ器）の基底板が揺れる。すると蓋

がいまく

膜
に接した有毛細胞（図表2-7:聴覚細胞）の聴毛（図表2-8 :

聴毛）が傾き、そこにAcid Sensitive Ion Channel（図
表2-9 :ASIC）というタンパクが機械的刺激によるイオ
ンチャネル（図表2-10:mechanical gated ion channel）【10】

として機能し、そのチャネルが開くと膜電位が変化し、
それが引き金となって活動電位が起きる。その信号が
蝸牛神経を伝わり聴覚野（図表2-11:聴覚路）に行き、
そこで情報処理され言葉として認識され、そして意味
を持ち（図表2-12 :頭脳 ①）、その意味に感情が付加（図
表2-12 :②）され、さらに理解を深め意志を強固にし（図
表2-12 :③）、決心（図表2-12 :④）して、行動に移す。
それは錐体路系（図表2-13 :錐体路）を介して、細胞（図
表2-14 :骨格筋）を動かし、結果、波動が情報薬として
作用（図表2-15 :効果あり！）する。ここでは単純化す
るために視覚情報などは省略してある。

C.7 「情報薬」：歴史
　これだけ複雑にもかかわらず、なかなか壊れない。
エラーが起きてもすぐ修正される。人体のシステムは
凄い。「情報薬」のシステムには歴史がある 4）。
　高等生物では、さらに「頭脳系（心）」が関与してい
るので、もっと複雑で、普通の科学で解明するのには
困難を極めるので、別のアプローチも必要であろう。
複雑系【11】が注目されブームになったが、やはり現在の
科学的手法では解析不能で下火になってしまった。し
かし、振り返ってみると、昔の人は、単純系ではなく、
複雑なまま取り組んでいた。ソクラテスやアリストテ
レス、ヒポクラテスなどは、哲学として、さまざまな
ことに取り組んでいた。
　生命体に利用されている「情報薬」は複雑系の複雑
系で、言い換えるとプロトサイエンス【12】の領域ともい
える。これをサイエンスの領域に高めることが本当の
サイエンスで、そのためにもコペルニクス的発想が必
要なのである。
　アダム・スミスは、道徳や感情から、経済へとコペ
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ルニクス的転換をはかり、そして『道徳感情論』【13】に
生涯を費やした。彼の生きた時代には、まだ、ノーベ
ル賞はなかったが、彼の業績はノーベル賞以上に素晴
らしい。お金も、道徳も、感情も、「情報薬」なのであ
る。

　D. コペルニクス的発想2：
　　 頭脳が作り出した「情報薬」

　アダム・スミスは、『国富論（1776年）』で有名だが、

実は心の研究者で、『道徳感情論（1759年）』【13】は、そ
の17年前に出版されて、その後も生涯にわたって改訂
を重ねている 5）。彼は、道徳とか感情を研究対象にし
た。ともかく不思議で仕方がなかったに違いない。こ
れらは頭脳系が作り出した「情報薬」なのである。
　人の眼とか、世間体とか、道徳というのは、人間の
頭が作り出したもので、人間の行動を規制するもので
ある。すなわち、自分の心を制御する、細胞の動きを
コントロールするのである。彼は「情報薬」とは呼ん
でいないが、「お金」も頭脳系が作り出したもので、人

図表2  「情報薬」の作用機序。15段階に分け図示した

声帯1

波動2

骨格筋14

効果あり！15

耳（外耳・中耳・内耳）3

聴毛8
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mechanical
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手と足を
広げてください
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皮質脊髄路

蝸牛神経
（第八脳神経）
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イオン人の眼
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心の動きが
経済

①広げてみる？
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③何かイイこと
あるのかも？
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よし動かそう！

蝸牛5
耳小骨4

広げました！

中脳

聴覚野

橋

延髄

脊髄前角

運動野

延髄上部

橋上部

蝸牛

ツチ骨柄

ツチ骨
キヌタ骨

アブミ骨

外耳 中耳 内耳

コルチ器6
聴覚細胞7

TM

下丘

上オリーブ核上オリーブ核
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毛帯核
外側
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心
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の心を左右する。そして人の心の動きの総和が経済で、
彼の言う「見えざる手（invisible hand）」というのは、
神かも知れないが、いずれにせよ「情報薬」であった
のだ。
　図表2のように、手と足を広げて下さいと言った場
合、何にも考えない（図表2-12:頭脳系（心）をスキップ
する）と、素直に手と足を広げてくれる。一方、頭脳
系（心）が関与し過ぎると、聞こえていないのでもなく
理解できないのでもなく、心が邪魔をして実行してく
れないことがある。

D.1 「情報薬」：人の眼
　人の眼（図表2-12 :②）を感じ、恥ずかしさや、馬鹿
馬鹿しさが起き、それが邪魔をして手は上げてもらえ
ても、足までは広げてくれない。しかし、何か良い
ことがある、例えばインセンティブとしてお金（図表
2-12 :③）が与えられるなら、やってみようと決心する
かもしれない。
　アダム・スミスは『道徳感情論』【13】の中で、人の眼
を気にして、 名誉・ 地位を得ようとする人たちを、
weak manと呼び、左右されない人をwise manと表
現している。人の眼を感じているのは、自分である。
人が見ていると思うから、神様が見ていると思うか
ら、ある行動に出たり、その行動を抑制できるのであ
る。人の眼が気にならない人、なる人、なり過ぎる人
がいるが、その場に応じての適切な使い分けが重要で
ある。すなわち、wise manとは、周りの事象や固定
観念によらず、自分で自分の心を自由に操れる人であ
る。また、別の表現で、スティーブ・ジョブズはStay 
Foolish【15】とも言っている。同じことを、逆の表現を
しているのが、また、面白い。

D.2 「情報薬」：感情系
　凄いパワーを持った「情報薬」が感情（喜怒哀楽）

なのである。痛くて困難なことでも「怒り」があれば、
できてしまう。怒りの握り拳で壁に穴を開けている例
を図表 3（次頁）に示す。体罰による痛み（恐怖）で
記憶を強化し、そのおかげで今度同じことをしようと
したときに、思い出し、制止できるようになる。また、
いくら頑張っても自分でアドレナリンを分泌させるの
が困難なとき、パワーがでないときに、ビンタされる
ことによりアドレナリンが分泌され、元気がでるとき
がある。アントニオ猪木の闘魂注入 6）や、アニマル浜
口の「気合いだ、気合いだ、気合いだ！」7）は、外か
らあるいは内からの刺激に感情を付随させ「情報薬」
を強化し作用させている。火事場の馬鹿力も同じであ
る。

　E. コペルニクス的発想 3：
　　 「情報薬」のカラクリ

　そう思えば、そうなのである。これが信念、物事の
判断や行動基準になっている。本当に、正しいかどう
かは別で、その人にとっては、だれがなんと言おうと
正しいのである。同じ情報でも思い込み、勘違いなど
があると、その作用は異なる。「あばたも笑くぼ」も、

「恋は盲目」も全てこれである。
　皆同じでも困る。それぞれの人々で趣味（好き嫌い）
が違い、考え方、信念が違う。どれが正しいというわ
けではない。その違って当たり前が理解できず、人を
変人と思ったり、許せなくなったりして、喧嘩や、人
殺しが起きる。さらに、これらには共鳴効果がありセ
クト集団を作り、社会を形成し、宗教論争、さらに戦
争にもなる。
　この情報薬の作用の結果、不都合なことがある場合
に、この複雑な経路のどこかに働きかけ、その結果を
変えようとするのが「情報薬」である。皆、洗脳され
ている。教育は良い意味での洗脳であるが、それが間
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違っている場合もある。その思い込みや勘違いを変化
させるために、「情報薬」が働く場所は、図表2のどの
場所でも良く、また、どんな方法でも、結果として、
細胞が望みどおり動いてくれれば「情報薬」としては
合格であり、治療に使える。
　さらには、宗教8）も愛も、法律や権威やブランドも

「情報薬」である。従って、権威ある偉い先生に診ても
らうと病気は治りやすい。価格が高ければ、高いほど
良い物のような気がする。偽薬（プラシーボ効果）も同
じである。問題は、これだけ効果があるのに、これら
の「情報薬」の力（宗教や偽薬）を現場の医療で積極的
には使わない。種明かしをしたら、まったく効果がな
いのは、手品と同じである。ヒポクラテスは、これに
いち早く気が付き、医師の倫理・任務などについての
誓いに盛り込んでいる 9）。

　F. 頭脳（心）系について 

F.1 細胞生物学的観点から
　「心」とは、電気的シナプスにより連結されたニュー
ロンから成る脳の機能と考えられる。そして、いろ

いろな内部・外部からの「情報」により、細胞の状態、
脳の機能状態が変わる。これが「心」が変わる、動く、
感動するということであろう。
　ある変化が一定の量（強さ）に達すると、細胞は刺激
として感じる（内部変化が生じる）。そこには閾

しきい

値
ち

があ
り、あるレベルを超えるとそれが意味を持った刺激と
なり（一種のD/A変換：1か0か）、その空間的、時間
的、順列組み合わせのパターンが信号になり、そして
さらに意味を持ち「情報」となる。
　脳の細胞だけでなく身体の全ての細胞は、膜電位を
持ち、同じ遺伝子セットを持ったクローンであり、環
境から情報を受け取り刻々と変化し、その一部を記録

（記憶）している。そして、細胞はどのような歴史をた
どってきたかを知っている、あるいは何をすべきか知っ
ていて、同じ刺激でも細胞ごとに反応が異なる。遺伝
子情報が各細胞で全て同じなのに、それぞれの細胞で
遺伝子発現、機能が異なる。分化した結果が維持され
ているということは、どこかに記録がある【16】としか思
えない。また、細胞が覚えていなくても、周りの状況、
環境からの情報により、その場所と時期において、す
べきことを知っている。また、身体の場所情報も細胞

図表3  Ⅲ型情報薬：怒りの効果
　　　 Ⅲ型（怒り）で、拳で壁に穴を開けた例である

図表4  Ⅲ型情報薬：暗示の効果
　　　 催眠暗示で、記憶力が3400点に強化された例である

外からの刺激（出来事）→心の力（感情：怒りの鉄拳） 催眠（暗示効果）：1300〜1800点が！
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は保持していると考えられている【17】。だから、頭を怪
我しても自然と治るし、修復過程で突然、頭から爪が
生えてくるということはない。但し、禿げることはあ
る 10）。

F.2 心と記憶：変更可能な反応系（心）：
Programmable Brain
　外からの刺激（「情報」）は、体験や経験という形で、
どこかに記録（記憶）され、その抽象的なアルゴリズム
は、考え方、知恵、英知という形で保持される。それ
らは単なる記録だけではなく、反応・行動様式を決定
するアルゴリズムにもなる。コンピュータのプログラ
ムも、一種のデータであるというのと同じように、こ
のようなアルゴリズム（反応のパターン）も一種のデー
タであり、それが記録されてなかなか変わらないのを、
信念という。
　 一方、 本能は、 学習や経験、 そしてエピジ ェ ネ
ティック 11）なものではなく、遺伝子に組み込まれた先
天的なアルゴリズムであろうと考えられている。エピ
ジェネティックなものが、細胞レベルでは引き継がれ
ても、個体レベルで遺伝子のように次世代に引き継が
れるかどうかは、まだ、わからない。しかし、確実な
のは、文化とか風習とかという形で、世代を越えて伝
えられる。これをリチャード・ドーキンスは、『利己
的な遺伝子』【18】の中でミーム（meme）と呼んでいる。
それは、人間集団（心）から人間集団（心）へコピーさ
れ、何らかの形で細胞を動かしている。従って、文化
や風習も「情報薬」である。
　このアルゴリズム（一種のデータ）は、別の情報によ
り書き換えが可能である。例えば、今まで反応を示さ
なかったことでも、閾値が下がると、反応を起こす。
心が動く、行動を起こす。ちょっとしたトリガーで、
忘れていた記憶を呼び起こし、さらにアルゴリズム（反
応様式、考え方）を変えることができる。これが、外

からの「情報薬」で変わることもあるし、内からの「情
報薬」で変えることもできる。

F.3 内なる「情報薬」
　身体のあらゆる細胞は、情報を受けるだけでなく、
また、情報を発信している。これが内なる「情報薬」
である。神経細胞や内分泌細胞などは、情報伝達系と
して情報発信が強調されるが、やみくもに情報を発信
するのではなく、逆に、多くの情報を集め、それに基
づき判断をし、命令を発信しているのである。内分泌
細胞などは、素晴らしいセンサー装置として働いてい
るということを忘れてはならない。また、人間が勝手
に、情報伝達系として神経系、内分泌系、免疫系など
と分類しているが、全ての細胞は何らかの情報の受発
信をしている。周りの状況を判断し、何らかの物質を
放出し、結果として周りに影響を与えている。実は、
分泌しなくても、その存在だけでも、情報となってい
るのである。
　ご存知のように、外からの刺激（情報）が直接無く
ても、細胞を動かすことはできる。我々は自由意志を
持っている。右に進もうと思えば、右に行ける。左と
思えば左に行ける。また直接的には難しい場合でも、
間接的にできる。
　このように脳の中に刺激（情報）を自分で作ることも
できる、それが意志に他ならない。その意志により、
心の声を作ったりしている。黙読の場合、眺めて意味
を取る場合と、心の声を出して読んでいる場合とがあ
る。図表2の7〜12のどこかの細胞が自発興奮した場
合には、それは耳鳴りになったり、幻聴になったり、
妄想になったりする。これは極度な睡眠不足や、薬剤、
アルコールなどの依存症、あるいは、禁断症状として
も起きる。いろいろな神経症状は、ここから来るので
あろう。
　ちょっとしたシグナルやシンボルで、人の顔や声を
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思い出したり連想したり、空想したり夢を見たりでき
るのである。これをうまく使えば、病気を治せる、健
康になれる、そして幸せになれるのである。
　今まで、奇跡だと言われていた多くの出来事は、奇
跡でなくあり得る。すなわち、宗教（神）や修行、悟り、
暗示などで治せる病気も多い。最近では、ストレスを
除去することにより、癌細胞を死滅させるナチュラル
キラー細胞が増えたり、癌抑制遺伝子であるp53の発
現が増加するというデータも出ている。
　実例として、記憶強化の暗示の実験をやってみた（図
表4、10頁）。通常はいくら練習をしても、1300〜1800
点しか取れないのが、催眠暗示で3400点もでてしまっ
た。この種明かしはしない方がよいかもしれない 12）。

F.4 「情報薬」：遺伝子だけでない、Mental Power
も！
　遺伝子治療も、情報薬を使ったものであり、逆に、
情報薬で、遺伝子を動かすことができる。すなわち、
心で、細胞を、腕も、足も、声帯も動かせる。そして、
遺伝子も動かせる。例えば、上腕二頭筋のアクチン、
ミオシンを増やしたいと思ったら、懸垂運動をすれば、
その刺激により、その遺伝子発現は増える。一方で、
生体を防御する安全スイッチがあるせいか、全ての遺
伝子を意のままに操作できるわけではない。意識、無
意識の意識、潜在意識、本能などが、安全装置として
働いているようである。
　進化論の基盤をつくったチャールズ・ダーウィン
も『種の起源：On the origin of species』【19】の中で、
動物の心の力（the mental powers of animals）とし
て、本能（Instinct）に1章を割き、Introductionの
最後に"Furthermore, I am convinced that Natural 
Selection has been the main, but not exclusive 
means of modification"と述べているのは興味深い。
突然変異や自然淘汰だけでなく、mental power、心

の力で、遺伝子が動く、modificationが起きると考え
ていたようだ。
　アルコール依存症も薬物依存症も治療は難しいが、
治そうと思えば可能13）である。問題は、本人が本気で
治そうとしないところで、mental powerが弱いので
ある。
 
F.5 心による自動制御装置の制御
　人間の身体には、フィードバックシステムがそれぞ
れに存在し、普通は自動制御され快適な状態を保って
いる。これらのコントロールは無意識で行われている
が、この情報伝達系の破綻が病気になる。
　入力された情報に基づき、体温が上がり過ぎている
と判断したら、汗をかいて体温を下げるための情報（指
令）を出力し、自動制御装置により無意識に身体の温
度を下げ、健康に保っているのである。そこから外れ
ると、不快に感じる。すると、自動コントロールでは
良くならないので、意識に上げ、心を動かし、異なっ
た解決策を練る。すなわち、日陰に入ったり、あるい
は、クーラーのスイッチを入れる。それでも辛く、苦
しくなるようなら、横になり休息をとる。さらに苦し
くなり痛みも我慢できなくなると病院に行く。従って、
これらはある意味、良い情報なのである。見方を変え
ると、「痛み」は単なる電気信号だが、「薬」として働
いている。すなわち、「心」により、自動制御装置を、
さらに制御している。
　面白いことに、死ぬほど痛いと、よく言うが、この
電気信号で死ぬことはない。逆に、痛みがないと生命
は危険で、知らないうちに手が折れ、出血していると
大変である。これまた、当たり前の話だが、「生活習
慣病」は痛みがないのが、困りものなのである。高血
圧も、糖尿病も、癌も、初期は痛くない。血糖が上昇
し、それが何時間も続くと痛くなるのであれば、糖尿
病は無くなる。痛いから、対策を練る。何かアクショ
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ンを起こそうとする。このように人の心を変える「痛
み」は、重要な「情報薬」なのである。

　G. コペルニクス的発想 4：
　　  心（細胞）で治す心（細胞）の病気 

　ここでのコペルニクス的発想は、身体の病気は細胞
の病気と言えるように14）、心の病気も細胞の病気とい
う発想である。
　別の表現をすると、心は何でできているか？どこに
あるか？という問いに対して、わからないという答え
も正しいが、脳（神経回路）にあるというのは間違いで
はなさそうである。身体の病気も細胞の機能不全とし
て取り扱い、同じように、心の病気も細胞の機能不全
として取り扱うべきだろう。
　身体の病気のときに心の病にもなるし、心の病のと
きにも身体の調子は悪くなる。分けて考えず、どちら
も細胞の機能不全としてのアプローチが必要である。

G.1 心の病 
　うつ病も脳内セロトニン低下であり、一種の細胞の
機能不全である。SSRI（選択的セロトニン再取り込み
阻害剤：Selective Serotonin Reuptake Inhibitor）は
細胞へ作用する。また、筋肉が痙

けいれん

攣（自発興奮）するの
と同じように、一部の神経細胞が自発興奮することが
あってもおかしくはない。癲

てんかん

癇のように興奮する細胞
が多く激しい場合は脳波ではっきりと診断できるが、
ほんの一部の神経細胞が自発興奮した場合には脳波で
はわからないし、あらゆる種類の不都合が起きるだろ
う。しかし、素晴らしい安全装置がたくさんあるため
に、通常は簡単には心の病気にはならない。
　痙攣のように不随意な細胞興奮が脳内で発生する場
合、病的であり不快なことが多い。それが快適15）で有
用な場合は、思いつきや閃

ひらめ

きなどになるのだろう16）。

　統合失調症の特徴的な症状である幻聴や妄想を抑え
るために、細胞の興奮性を低下させる薬を投与するの
だが、これは全身の細胞に行き渡る。うつ病なども前
述のSSRIなどが著効を示すことが多いが、 継続的に
服用するのを悩んでいる方々も多い。

G.2 心で、心身の病気を治す！ 
　「心で細胞を動かすことができる」。できないと思っ
ている人は、できないのである。そうである。そう思
えば、そうなのである。
　他人の細胞を動かすことは難しいが、自分の細胞な
ら容易なはずである。しかし、それが難しい人が多い。
　この内なる「情報薬」は心を鍛えることにより開発
可能で、いろいろな病気を予防することは可能である。
しかし、心が弱くて外的刺激に影響されやすい（誘惑
に負けやすい）人、依存症の人は、心が弱くて途中で
挫折し心を鍛えられない。病院にも行かない。悪循環
である。
　その典型例がダイエットである。食事を減らせばよ
いだけなのだが、心が弱いためにできない。そこで食
べてダイエットという方法に人々は飛びつく。ストレ
スがあり、それを解消するために食べている。食べて
いなければ、もっとストレスが溜まって、もっと不幸
になっていたかもしれない。食べてストレスを解消す
るのは、これは本能がもつ安全装置なのかもしれない。
 
G.3 無意識と意識
　「情報薬」で心が動いたということは、効果があっ
たと意識できるということである。効果を認識できな
いもの、心が動かないものは情報でも薬でもなく、も
ちろん「情報薬」ではない。しかし、無意識の意識も、
心に入る。従って、「情報薬」は、自律神経、潜在意
識、本能などにも作用を及ぼすが、直接、意識に上ら
ない、認識されないこともあり得る。
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　刺激や信号による生体の反応は、そのときの状態に
よっても異なり、また、外部からだけでなく内部から
発せられる情報によっても左右される。この内部から
の情報をうまく使うと、反応の仕方を変えることがで
きる。すなわち、外からの情報だけで、反射的に動い
ているのであれば、それは器械である。この反応のコ
ントロールを、本能的にやることもあれば、無意識、
そして、意図的に行うことができるはずである。すな
わち、単に、内部の情報を意図的に使うだけでなく、
外部からの情報を意図的に使って、さらに内部情報を
強化、修飾することもできる。これが高等生物であろ
う。そのわかりやすい、心のプログラミング言語が言
語なのである。もちろんnon verbal communication、
body languageを使う場合もある。また、環境による

心への作用もある。
　外からの刺激（情報薬）で、同じように感じさせる、
錯覚させるのが映画や小説である。また、自分の記憶

（思い出）に基づき疑似刺激を作ることもできる。心を
コントロールできるということは、何を言われても、
逆に心を動かさないで、右から左に流すことができる。
それができると楽になれる。もちろん、SNS（Social 
Network System）などで元気や喜びを得ている人も
多いが、心が弱いと、ちょっとしたことをSNSなどに
書き込みされただけで、悩み、心が折れ、ごくまれに
自殺に至る場合もある。
　内部への意図的な刺激により、記憶や経験を呼び
起こし、外からの刺激に対して、異なる反応を引き
起こすことが可能である。その一般的なテクニック

図表5  情報薬の5分類と相互関係

特 集 論 文

地域社会

心の壁 社会の壁

地域社会

神経系：神経伝達物質

内分泌系：ホルモン等

免疫系：抗原、抗体など

社会系型Ⅰ

頭脳系

cGMP

cAMP
IP3

血管筋肉

皮下組織

人工臓器・幹細胞移植
が細胞を動かす

遺伝子治療・放射線治療
が細胞を動かす

消化器
呼吸器

細胞内系

視覚

嗅覚

味覚

聴覚

触覚等

ツボ刺激
【5,8,9,24,25】

表皮

塗り薬 経口

細胞外物質：ECM
膠原線維、ヒアルロン酸など

吸引

呼吸上皮

接着装置

粘膜口 肛門

薬剤が細胞を動かす

ミニコミ

マスコミ

Ca2+
mRNAヒト

DNADNA

受
容
体

抗
体
・
C
D
等

中枢神経

心
ヒト間系

五感を介したメディア
により細胞を動かす

細胞間系

注射注射

細胞（心［ヒト］）を動かす　　　　  で
ヒト（心［細胞］）を健康にできる

TM

型Ⅱ

型Ⅲ

型Ⅳ 型Ⅴ

ヒト
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が、イメージトレーニング、神経言語プログラミング
（NLP：Neuro-Linguistic Programing）や、プラシー
ボや暗示効果、催眠療法【7】、内観療法など【20】である。

　H. コペルニクス的発想 5：
　　 新しくて古いアプローチ（ツボ刺激） 

　「情報薬」の作用機序の部分に、ピンポイントに作用
させることのできる「情報薬」の開発が重要で、内な
る「情報薬」も使いながら、薬剤以外の外からの「情報
薬」を考えている。精神療法も「情報薬」であるが、直
接、脳に信号を入れることを考えたい。こう言うと非
常に危ないように感じられるだろう。ペンフィールド
がやった実験のように、脳に直接電極を当てるのでは
なく、もっと普通の方法である。ここでは詳細は省く
が、それがツボ刺激【5】，【8】-【9】，【24】-【25】である。これは、今後、
画期的な治療法（情報薬）17）になるのではないかと思っ
ている。

　I. 「情報薬」の分類

　我々の定義では、「従来の薬」も「遺伝子治療」も
「精神心理療法」も、「情報薬」である。ツボ（経穴）刺
激 や、単なる食事18）も、「情報薬」である。適切かつ
タイムリーな「情報薬」により、直接、あるいは、心

（脳）を介して間接的に、細胞に治療効果を及ぼすこと
が可能である。そして、このようなマルチメディア刺
激の性質を生かし、個々の細胞、人間、そして社会を
健康的にすることができる。このような「情報薬」【1】-【9】

という概念を提案し、現在、以下のように分類（2014
年版）し、その研究開発に取り組んでいる。
 
I.1 各種情報薬
　現在、情報薬をⅠ〜Ⅴ型（図表5）に分類している。

Ⅰ型　社会系：脳（意識・無意識・潜在意識など）が作
　　　り出したもの：権威、法律、お金、愛、宗教、
　　　人の眼、世間体など
Ⅱ型　ヒト間系：五感に作用するメディア：言葉、音
　　　楽、絵画、食べ物、環境
Ⅲ型　頭脳（心）系：本能、記憶、思い出、反応アルゴ
　　　リズム、意志、考え方など、心を構成するもの
Ⅳ型　細胞間系：細胞から細胞へ作用するもので、細
　　　胞間情報伝達系（神経系・内分泌系・免疫系）
　　　に相当するが、サイトカインなども含め、あ
　　　らゆる細胞は情報を受け入れ、情報を出してい
　　　る。細胞外基質（ECM:ExtraCellular Matrix）
　　　なども含む。
Ⅴ型　細胞内系：細胞内情報伝達系に相当するもの
　　　で、DNA、RNA、Ca2+、IP3、cAMP、cGMP
　　　など

　J. コペルニクス的発想 6：
　　 Full-Powered Medicine 

　多くの人は医療を科学だと思っているが、医は仁術、
アート、いや、算術だと言う人もいる。算術はさてお
き、仁術・アートの占める部分も多く、これらは人の
心に関係する。従って、人の心を動かす「情報薬」を
フル利活用する必要がある。すなわち、使えるものは
全て使い、病気を治し、予防し、健康を保とうとする
のが、Full-Powered Medicine【8】-【9】である。
　現在では、客観性が強調され、自己満足で終わって
はダメだと言われる。医者の自己満足で終わってはダ
メだが、医療の場合、特に、健康や幸福に関しては、
主観性を重んじた治療も重要で、病気が治らなくても、
満足して、幸せに死ねることの方がもっと重要である。
　また、治療効果の判定も、客観的検査が主だが、患
者の主観調査をもっと行うべきである。また、現在の
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特 集 論 文

西洋医学はPartial Medicineである。補完医療とか、
統合医療、代替医療のレベルではなく、長い歴史を経
て現代まで受け継がれている伝統的な医療や奇跡と呼
ばれるものも再検討し、さらに医療者側のレベルアッ
プ、安全医療の提供の在り方なども含め、ITをもフル
利活用し、あらゆる方法を用いて心、身体の健康維持
管理ができるように、Full-Powered Medicine【8】-【9】を
目指すのが、我々の戦略的防衛医療構想（SDMCI Ver 
1.0 , 2.0 , 3.0）である。

　K. SDMCI：戦略的防衛医療構想 

　「戦略的防衛医療構想：SDMCI（Strategic Defensive
Medical Care Initiative）」【21】-【23】という発想（図表6）は、
戦略防衛構想（SDI）を医療系で実現しようとしている
ものである。SDIは、積極的には攻撃を行わず、ロケッ
トが飛んで来るのを逸早く察知し、空中でたたき落と
すという究極の防衛を実現する。これにヒントを得て
ITを利活用して生体情報を収集することにより、病気

になる前に、先立って、「情報薬」を投与し、対策を練
ることができれば、事前にトラブルを防ぐことが可能
である【1】-【9】,【21】-【23】。
　コペルニクス的発想によるアイデアを用い、生体内
で行われているフィードバックシステムを、人間社会
において実現しようとしたものである。インターネッ
トは神経系に、テレビやラジオはホルモン系に、そし
て講義や対話は免疫系になぞらえることができる。そ
して神経のように張り巡らされたユビキタス・ゼロク
リック・センサーネットワークにより、意識に上らな
い自動コントロールの破綻を事前に察知し、必要なと
きに必要な「情報薬」をタイムリーに届けようとする
ものである。
　SDMCI Ver. 1.0【1】,【3】,【21】-【23】は患者側のもので、この
逆バージョンという意味では、コペルニクス的発想と
もいえるものが、Ver2.0【27】-【34】で、医師側のものであ
る。ここでは詳細は割愛させていただくが、これらで
は「情報薬」が大いに効力を発揮した。そして、Ver. 
3.0は「情報薬」【1】-【9】の研究開発である。

図表6  戦略的防衛医療構想のイメージ

タイムリーかつ
適切な
判断と行動

理想的な医療への戦略

事が起きてからでは
遅すぎる！

強力な武器は

情報

情報

戦略的防衛医療構想
Strategic Defensive Medical Care Initiative

逆ナースコール

TM

空中で
たたき落とすためには
あらゆる情報を
ユビキタスゼロクリック
センサーネットワークにより
素早く、正確に収集！

空中で
たたき落とすためには
あらゆる情報を
ユビキタス・ゼロクリック・
センサーネットワークにより
素早く、正確に収集！

一生一カルテ19）

（おからだ手帳）

情報

情報
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札幌医科大学 大学院 医学研究科† 
生体情報形態学 教授
NPO北海道地域ネットワーク協議会

（NORTH） 会長、NPO日本インター
ネット医療協議会（JIMA）理事長、
NPO札幌シニアネットワーク（SSN）
顧問、 小樽しりべしシニアネ ット

（OSS）顧問、NPO 医療福祉クラウ
ド協会（MeWCA） 副理事長、一般社
団法人　日本ネットワークインフォー
メーションセンター（JPNIC）理事
1956年生まれ。山形大学医学部卒
業。大阪大学大学院医学研究科、同
大学講師などを経て、現職。
インターネット普及活動からその医療
応用に取り組み、戦略的防衛医療構
想（SDMCI：Strategic Defensive 
Medical Care Initiative）を提案、

「情報薬」の研究・開発に取り組んで
いる。平成25年度、総務省ICT街
づくりのプロジェクトリーダを務め、
2014年3月10日に「北海道医療ク
ラウド推進協議会」を立ち上げ、コペ
ルニクス的発想を盛り込んだ「おか
らだ手帳」実現に向け燃えている。ま
た、2008年経産省「医療産業研究
会」にて、いかに良い医療を安く提供
できるか、そのためのITフル利活用
と「情報薬」の活用を提案したが……
乞うご期待！

Haruyuki Tatsumi

辰巳 治之

注 下記のURLの紙のドラゴンを組み立て、片目で見るとビックリ！
http://www.grand-illusions.com/opticalillusions/three_dragons/

「あと、いっぱいしかない」と「まだ、いっぱいある」とで逆になる。

http://www.youtube.com/watch?v=NsZYBIUBUho

地球誕生から46億年、そのノウハウが埋まったものが生命であり、それを生命たらしめている
のが「情報薬」といえる。

これらの対比については、堂目氏の文献【14】を参考にされたい。

http://www.youtube.com/watch?v=UmwC6X6-QUc

http://www.youtube.com/watch?v=NsZYBIUBUho

リチャード・ドーキンスの『神は妄想である』という本のAmazonでの評価も、五つ星と一つ星
に分かれるのは、そう思えば、そうなのだから、どちらも正しい。

http://ja.wikipedia.org/wiki/ヒポクラテスの誓い：医術の知識を、（中略）、それ以外のだれに
も与えない。

記憶している細胞まで剥脱すると禿げるのだろう。

生後に起きる遺伝子（DNA塩基配列）の変化を伴わない何らかの記録で、遺伝子発現の変化を
引き起こす。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

†助手。法学士。NPO北海道地域
ネットワーク協議会運営委員長。総
務省の地域ICT等のプロジェクトを
担当し、奥尻の妊産婦遠隔健診シス
テムを立ち上げる。

Takahiko Shimmi

新見 隆彦

Shogo Mizoguchi

溝口 照悟
†博士課程（鍼灸師）。微弱な皮膚刺
激が自律神経に及ぼす影響を研究
テーマとし、鍼灸治療の効果の解明
に取り組んでいる。

Syuzo Ota

太田 秀造
†研究生。1994年東邦大学医学部
卒業。札幌太田病院会長、内観療法
など、多角的な精神療法を行ってい
る。

†研究員。2004年筑波大学大学院
スポーツ・健康科学専攻修了。効果
をあげる栄養指導で、医師や看護師、
保健師など医療スタッフへの研修会
の講師をする。

Fusako Sakaki

榊 房子
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Genome research 13 , 868 -874 , doi :10 .1101/gr.969603 （2003）
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2
特 集 論 文

　1. はじめに

　日本のエレクトロニクス産業が変調を来している。
繰り返し報道されてきたように、市場規模の大きいテ
レビやスマートフォン、またはDRAMと呼ばれる固
体半導体素子で韓国勢の前に敗退し、軽薄短小の代表
格に相当するノートブックコンピュータやハードディ
スクでも敗色濃厚である。この状況に鑑みると、製造
設備はともかく、技術者多数の転用先に実務家たちの

関心が集まるのも無理はない。
　本稿は、この極めて現実的な問題について、企業経
済学の視点から提言を試みる。社会科学は、既に起き
たことに対して合理的な説明を用意することを主たる
任務とするもので、不確定な未来に口を差し挟むこと
は一般にタブーと考える。しかし、ここでは象牙の塔
に引き籠もることなく、あえてタブーに挑戦する。不
確定な未来に関する提言ゆえ、漠たる要素が付きまと
うことについてはご容赦願いたい。

かつて日本経済の一翼を担ったエレクトロニクスの名門メーカーが、
人員削減に動いて終身雇用を放棄するところから、日本の21世紀は幕を開けた。
隔世の感を煽

あお

る変化を表面的に捉えるのではなく、
その背後に潜む深層を見極めたうえで今後の進路を決めないと、
日本のエレクトロニクス産業は好機を逃すことになりかねない。
本稿は、世相の論調とは裏腹に、この産業に訪れている大きな事業機会を展望する。

キーワード
Internet of Things　センサー　市場の失敗　公共財　法人資本主義　公益資本主義

神戸大学 大学院 経営学研究科 教授

日本のエレクトロニクス産業に
課された転進の道筋

三品 和広 Kazuhiro Mishina
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　2. これまでの経緯

 　変調の理由については、視点の異なる諸説が乱立す
るだけで、合意が形成されたとは言い難い。それ故、
敗北を認めない決戦論から真逆の転進論まで、処方に
ついても大きく見解が分かれたままである。この節で
は、現状に関する私のマクロ解釈を述べて、提言の礎
石とする。
　エレクトロニクス産業の起源は、アメリカのトーマ
ス・エジソンにさかのぼる。エジソンが発電機を普及
させていなければ、そもそも電気・電子産業は成り立
たないし、ラジオやテレビにしても、エジソンが確立
した音声・映像の記録方式を前提とするからである。
微弱信号の増幅技術が可能にした公共放送も、エジソ
ンが白熱球から真空管を導出していなければ、少なく
とも20世紀前半には実現していなかった公算が大きい。
　エジソン以降、アメリカは家電製品の黄金時代を迎
えている。厳密に言えば、電力需要が夜間の照明に集
中するのを是正すべく次から次に開発された白物家電
製品が最初の主役というべきであろうが、1920年頃か
ら商用ラジオ放送が、そして1939年から商用テレビ
放送がスタートを切っており、現在に続くエレクトロ
ニクス産業の源流が20世紀の前半に生まれたことは間
違いない。そしてアメリカでは、戦前はラジオ、戦後
はテレビというセット製品を大量生産するビジネスが
興隆を極めることになった。その頂点に立ったのが、
ラジオ・コーポレーション・オブ・アメリカ（RCA）
である。こうして1920年から1960年辺りにかけて目
撃された展開を、現代風にエレクトロニクス 1.0と呼
ぶことにしよう（図表1、22頁）。この時代は、欧米勢
の独壇場である。日本では、まだRCAに匹敵するセッ
トメーカーが姿を現していなかった。
　次のエレクトロニクス 2.0は、1960年から1980年辺

りにかけて初めて目撃された展開に呼応する。この時
期には、1955年にソニーが発売したTR-55というトラ
ンジスタラジオが世界の檜舞台に躍り出て、日本のラ
ジオが輸出産業に育っていった。第一次石油ショック
以降は日本製テレビの輸出も急増している。この時代
の躍進を、日本メーカーの製造面や技術面における健
闘と関連付けて理解する論調が日本では主流を成して
きた。しかしながら、主戦場がシフトしたことにより
相対的に付加価値の下がったエレクトロニクス 1.0を、
欧米が日本に明け渡した側面もあることを見落として
はならない。ここを誤解すると、無益な自信過剰を助
長することになる。
　この時代は、欧米にとっては主に集積回路を含む電
子部品がニューフロンティアを定義した。一通りの
セット製品が出揃うと、買い換え需要を巡って性能競
争が始まることは目に見えており、セット製品そのも
のから、セットの性能を左右する部品に収益源がシフ
トしていく。実際にラジオ放送はAMからFMに移行
し、テレビ放送も衛星中継を使うようになり、信号の
高周波化を実現する電子部品の需要が顕在化した。さ
らに、冷戦のなかで弾道ミサイルをガイドする制御シ
ステムやレーダーへの需要も拡大しており、電子部品
メーカーにとって投資機会に事欠くことはなかったは
ずである。この当時は電子系の有力メーカーが欧米に
ひしめいており、彼らにしてみればラジオやテレビに
関わっている暇はなかったに違いない。
　エレクトロニクス 3.0は、1980年から2000年辺りに
かけて初めて姿を現した。この時期は、日本勢がコン
デンサやDRAMのような汎用電子部品で大躍進を遂
げている。逆にアメリカの大手エレクトロニクス企業
は完全にセット製品から手を引いて、汎用電子部品も
日本勢に譲り渡しつつ、ソフトウェアに新たな主戦場
を求めていった。栄光のRCAが消えたのは、この流
れのなかにおいてである。その背後にあるのは、1970
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年代の半ばにアメリカが生み出したマイクロプロセッ
サーにほかならない。この新たな電子部品はソフト
ウェアを必要とし、そのソフトウェアがセット製品の
性能を決定的に左右するため、新たに収益源に育って
いったのである。最大収益をもたらす戦場に経営資源
をシフトさせていく点において、欧米勢の行動は見事
なまでに一貫している。
　ここまで書くと、日本の置かれた立場が明白になる
のではなかろうか。欧米勢が興味を失った戦場で躍進
を遂げたまではよかったが、今や戦場を韓国・台湾、
そして中国に明け渡す番が回ってきた。エレクトロニ
クスの世界では、バージョンアップを繰り返すにつれ、
労働集約性は下がり、知識集約性が上がるので、もは
や日本はエレクトロニクス 1.0の世界で比較優位を持
たない。それどころか、エレクトロニクス 2.0の世界
においてすら比較優位を失いつつある。この展開は、
成功がもたらした賃金上昇の帰結である。乳歯が永久
歯に生え替わるのと同じで、発展に伴う新陳代謝と受

け止めないと、未来に向けた舵取りを間違えることに
なりかねない。これを自虐的に敗戦と捉えることのな
いよう、留意する必要がある。

　3. 日本のオプション

　業界関係者は、ミクロの視点に捕らわれやすい。日
本メーカーがセット製品市場において市場占有率を
失っていくプロセスで犯した誤りの数々を目撃すれば、
再戦に望みを託したくなる気持ちはわかる。次こそは
緻密に管理して、平凡なミスを封じ込めてみせる。そ
うすれば、技術優位に立つ日本が負けるはずはない。
そう息巻く人が続出するのは無理もない。韓国や台湾
や中国のメーカーと毎日のように競り合いを繰り広げ
ていれば、勝ち負けという見方に染まるのも当然であ
ろう。
　しかしながら、たとえミクロの次元で誤りを修正す
ることができたとしても、大局に影響は及ばない。比
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図表1  エレクトロニクス産業の展開

・エジソンが電気製品の基盤技術を開発した
・ウェスティングハウスが電線網を拡充した
・フォードが大量生産方式を打ち立てた

エレクトロニクス1.0欧米
最大収益をも
たらす戦場に
経営資源をシ
フト

日本
欧米陣が興味
を失った戦場
で躍進

アジア

1920年 1960年 1980年 2000年

・ＡＶ製品市場が立ち上がった
・固体半導体素子が発明された
・高周波部品への民需と軍需が立ち上がった

・ソニーのTR-55を機に、ラジオが
  輸出産業に
・テレビが輸出産業に

・コンデンサやDRAMなど
  汎用電子部品で大躍進

・セット製品、さらに電子部品の
  分野でも台頭

・マイクロプロセッサーが登場した
・DOSを必要とするPCが普及した
・インターネットが商用開放された

主戦場：セット製品の大量生産

エレクトロニクス2.0
主戦場：集積回路を含む電子部品

エレクトロニクス3.0
主戦場：ソフトウェア
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較優位の有無は人為と無縁で、客観条件で決まってし
まうからである。ここは「負けるが勝ち」に従うべき
ところであろう。
　大局的に眺めると、2000年以降の日本は決して悲観
すべき状態にない。エレクトロニクスだけを見ている
と、確かに日本企業はセット製品で市場占有率を大幅
に落としており、電子部品でも劣勢に陥る分野が相次
いでいる。その一方で、日本の材料供給メーカーや装
置メーカーは、韓国や台湾や中国のセットメーカーを
顧客リストに加え、かつてないほど潤っていることを
忘れてはならない。海外のセットメーカーをライバル
視する論調が優勢なことは承知しているが、本当の闘
いは日本の機能化学メーカーと日本のエレクトロニク
スメーカーの間に起きており、海外のセットメーカー
は機能化学メーカーの代理戦争を闘っているに過ぎな
い面もある。日本でも収益源がエレクトロニクスの
セット製品から材料・装置という川上側にシフトして
いるのだとすれば、産業新陳代謝が図らずも進んでい
ることを祝福してしかるべきであろう。
　そうは言っても、機能化学に転進できないエレクト
ロニクスの技術者たちは看過できない。彼らが蓄積し
てきた技術を、どこで生かすべきなのか。我々として
は、そこに知恵を絞らなければならない。
　オプションの一つは、エレクトロニクス 3.0に攻め
上がることである。確かに、マイクロソフト社が制し
ていたパーソナルコンピューター（PC）のオペレーティ
ングシステム（OS）では、 異変が起きている。 オ ー
プンソースのユニックス（UNIX）に基づくOS Xやリ
ナックスが登場して、マイクロソフト社の独壇場が崩
れ始めたのは、その最たる例である。他にもPC自体
を置き換えるスマートフォンやタブレットでマイクロ
ソフト社の影は薄く、今やアンドロイドやiOSという
UNIX系のOSが主流を成すに至っている。こうして流
動化する土俵では、初動が遅れた後発組にも勝機が訪

れる。
　しかしながら、日本では人材供給が追いついていな
い。アメリカでは、日本が家電製品の量産に血道を上
げていた時代に、既にCのようなプログラミング言語
の開発が始まっていた。こうしてソフトウェア産業の
黎
れいめい

明期や草創期からプログラマーのコミュニティが生
まれていたことが中央演算処理装置（CPU）の開発にも
つながっており、アメリカの競争力を下支えしている。
日本でプログラミングが注目を集めるようになったの
はCPUが登場してからのことであり、スタート時点で
致命的な遅れをとってしまった。コミュニティに参画
し損ねた日本は、ますます後塵を拝する一方で、マイ
クロソフト社の変調もアメリカの中における新旧交代
にとどまる可能性が高い。ここでは、早くエレクトロ
ニクス 1.0を同盟国の日本に明け渡す判断が、アメリ
カにとって幸いしていることを脳裏に刻んでおきたい。
　業務用の大規模ソフトウェアでも事情は変わらな
い。エンタープライズリソースプランニング（ERP）は
SAP社、データベースはオラクル社、勘定系はIBM
社というように、市場規模の見込める領域では既に勢
力分布図が固まってしまった。クラウド関連のソフト
ウェアでもドロップボックスやエバーノートが早くも
地歩を固めており、日本勢が入り込む隙は見当たらな
い。ここでも、アメリカにとってはエレクトロニクス
2.0を早々に明け渡した判断が功を奏している。
　以上を勘案して日本がソフトウェアを諦め、それ以
外のオプションを探るなら、センサーがある。そこに
は日本が得意とする微細加工技術や電子材料技術を生
かす余地があり、リターンの伴う事業に仕立てるまで
の道のりも険しいため、おのずと参入障壁がそびえ立
つ。それ故、センサーこそ有望事業と私は考える。
　センサーには、これから伸びる市場もある。周知の
とおり、ゲノミクスや気象学や脳神経科学などの領域
で大量のデータが生成されるようになり、桁数10億の
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データ点が10億個集まったようなビッグデータという
概念が持ち上がっている。科学領域以外でも、ウォル
マートやアマゾン・ドット・コムに代表される巨大小
売事業者の扱うデータが100京バイトのビッグデータ
の域に達しているという。このような進展に伴って、
データを伝達するインターネット、データを保管・蓄
積するストレージ、さらにデータを処理するソフト
ウェアや高速ハードウェアの基盤が急速に充実しつつ
ある。そうなると、整備された基盤を活用するうえで、
ボトルネックが再びデータの生成サイドにシフトする
日は遠くない。このデータ生成サイドの有力な入り口
となるのがセンサーなのである。
　ありとあらゆるモノにセンサーが搭載され、生成
される信号がインターネット経由で集約される姿は

「Internet of Things」と呼ばれており、21世紀を格段
に賢くする原動力と目されている。その概要について
は、日本政策投資銀行の産業調査部が発行した調査レ
ポートNo.205を参照していただきたい。このレポート
は、2020年には260億台の機器がインターネットに接
続すると見込んでいる。

　4. 克服すべき難問

　センサーが有望な事業であることは間違いないが、
それを利益を生む事業に仕立てるまでの道のりは平坦
とは言い難い。入力を担うセンサーの部分が、経済
学では広く知られた現象によってボトルネックにな
ると懸念されるため、このままでいけば「Internet of 
Things」は画

が

餅
べい

で終わってしまう。この悲観的なシナ
リオを潰さない限り、技術的なポテンシャルに花を開
かせることは望めない。
　最大級の難問は、多様な機器に組み込まれるセン
サーの単価が話にならないほど低いことにある。スマー
トフォンがスマートなゆえんはセンサーに負うところ

が大きいにもかかわらず、販売価格に占めるセンサー
のコストは2 〜 3％に過ぎない。指紋の検知も、方位
の検知も、角度の検知も、全てセンサーがあってのこ
となのに、部品としての単価は驚くほど低い。既に世
の中に出回っているセンサーの平均単価は100円を大
きく割り込んでいるという。これではセンサーで高い
世界占有率を確保するに至っても、雇用吸収力は期待
できないし、センサーメーカーの継続的な開発投資も
期待できない。
　単価が下がる原因は、主に川下にある。川下には
ネットワークの経済が成立するため、強大な顧客が出
現する宿命にあり、センサーは買いたたかれるだけの
部品となってしまうのである。実際にそれが起きたの
がスマートフォンで、サムスン社とアップル社の寡占
が目立つのは、同じ機種を使うユーザー間に固有のメ
リットが発生するからである。例えばアップル社が提
供するiPhoneのユーザー同士なら、テレビ電話機能
を活用できる。これはPC上のファイル互換性と同じ
原理で、経済学では外部経済効果の一つとしてネット
ワークの経済と呼ぶ。周知のとおり、PCではマイク
ロソフト社のアプリケーション群が業界標準の座を射
止めている。こうして出現する強大な企業はサプライ
ヤーの死命を制するが故、極めて強い価格交渉力を保
持することになる。
　強大な川下に対抗しようにも、センサーには範囲の
経済が働かない。一社が様々なセンサーを集約的に
供給するようになれば、川下のデバイスメーカーに対
して交渉力を発揮する余地も生まれるが、多種多様な
センサーを支える技術や材料は文字通り千差万別で、
メーカー多数が乱立する。それゆえ、押しも押されぬ
センサーの総合メーカーは見当たらない。センサー事
業は、多角化企業の弱小一部門が担っていることが多
く、いずれも社内では肩身の狭い思いをしているのが
実情と言ってよい。
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　 各社が弱小事業の売却を指向する結果としてセ
ンサー事業の大同団結が実現する見込みも、当面は
薄いと言わざるを得ない。メディアで「Internet of 
Things」のような明るいビジョンが取りざたされれば、
各社とも事業を売るに売れないからである。将来の有
望事業を手放したとなれば、経営陣が嵐のような批判
を受けるのは火を見るより明らかなので、事業担当者
たちは、やむにやまれず自社センサーを自社デバイス
に組み込んで、何とか新規事業を立ち上げようと奔走
する。仮に努力が実ったとしても、この路線で売上高
100億円の壁を破ることは難しい。ましてや1000億円
は夢のまた夢と言ってよい。
　これでは前門の虎、後門の狼である。センサーを外
販すれば、強いデバイスメーカーに買いたたかれる。
センサーを内販に回せば、弱いデバイスの限界を超え
て事業規模が広がることはない。いずれにせよ、花形
事業にはほど遠い。現状で100億円の壁を突破して自
立を遂げたセンサー事業となると、世界的に見ても旭
化成の磁気方位センサーくらいなものではなかろうか。
　以上を要約すると、センサーは市場の失敗の犠牲に
なりかねないということになる。社会的意義の大きな
事業であるにもかかわらず、市場競争に委ねていると
供給者が適切な利益を手にすることができないため、
未来に向けて開発投資を注ぐインセンティブが弱くな
り、業界全体が本来の望ましい水準と比較して過小供
給に陥ってしまうのである。これは、経済学が市場の
失敗と呼ぶ現象にほかならず、一般には事業のアウト
プットを公共財として扱う公営化で乗り切るしかない
とされている。古典的な事例としては、防衛サービス
や下水道サービスを思い起こしていただければよい。
　確かにセンサーが生成する情報は、皆で共有するこ
とができるもので、分かち合うことができない私有財
産とは性格を異にする面がある。例えばリンゴはＡさ
んが食べてしまえばＢさんは食べることができないの

で、取り合いになる。そこで、より高い価格を払う方
にリンゴを渡そうという取り決めが、市場経済の根底
を成す。ところが、多重利用が可能な防衛サービスや
下水道サービスでは、そもそも取り合いが起きない。
センサーが生成する情報も同じである。そうは言って
も、センサーを公営事業にしてしまうのは考え物であ
る。他の公共財とは異なって、センサーにはイノベー
ションの余地が残っているからである。下手に公営化
すると開発のインセンティブがうせてしまい、何を解
決したのかわからなくなってしまう。

　5. 21世紀のフロンティア

　ここで立ち止まって考えてみると、センサーが抱え
る難問は決して特殊なものではなく、現代の課題を凝
縮しているのではないかと思い至る。問題を矮

わい

小
しょう

化し
ては次なる発展の機会を逃すことになりかねないので、
以下では私の産業史観を下敷きにして、日本のエレク
トロニクス産業に向けてビジョンの提起を試みる。
　現代に至る産業の起源を尋ねると、17世紀初頭の東
インド株式会社に行き当たる。ここで人類はプロジェ
クトファイナンス（特定事業に対する融資）のノウハウ
を確固たるものとして、リスキーな巨大事業に乗り出
している。そして19世紀の後半になると、プロジェク
トをゴーイングコンサーン（継続事業）に昇華させた現
代流の株式会社制度を生み出して、規模の経済の恩恵
を享受する体制を築き上げた。両時点の間には近代的
な特許制度も整備して、技術革新を生み出すインセン
ティブも用意したことは注目に値する。ここまでは、
イギリスが世界のフロンティアを切り開いた時代と
いっても過言ではない。
　20世紀の物質文明は、こうして築かれた土台の上に
成立した。この時代をリードしたのは、言うまでもな
くアメリカである。アルフレッド・Ｄ・チャンドラー
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が『スケールアンドスコープ』（有斐閣、1993年）で明
らかにしたように、アメリカは広く資本を集める証券
取引所を整備することで、いち早く大量生産・大量消
費を牽

けんいん

引する巨大企業の誕生を後押しすることに成功
したのに対して、イギリスはファイナンスを少数の資
本家に頼り続けたことから、スケールアップのスピー
ドで負けてしまった。そしてアメリカは所有と経営の
分離を推し進め、イギリスの資本家資本主義を凌

りょう

駕
が

す
る法人資本主義に磨きをかけていったのである。そし
て20世紀の後半には、アメリカから法人資本主義を輸
入した日本まで欧州諸国を追い越すに至っている。
　アメリカがイギリスを追い越した背景には、石炭に
依存するイギリスに対して、アメリカは19世紀の半
ばに石油を掘り当てたという事実があることも忘れて
はならない。アメリカがイギリスに比べて早くスケー
ルアップできたのは、石炭より優れたエネルギー源の
力に負うところが小さくない。そこには、石油を利用
してスケールアップを遂げた面と、石油のパワーがス
ケールアップを促した面と、両面がある。
　いずれにせよ、巨大化したアメリカの株式会社は、
様々な産業分野で激しい競争を繰り広げるなかで、勝
負所をコーポレートR&Dに見出して行った。その結
果、企業傘下で研究開発に従事する従業員が、それま
での個人発明家を置き換えるようになったのである。
我々は何の疑問も抱くこともなく研究者や技術者とい
う言葉を使うが、これは人類が20世紀に入って初めて
目撃した人種にほかならない。そして、彼らが次々と
イノベーションを実現して、人類に豊かな生活をもた
らしたことは、改めて繰り返すまでもない。
　ところが、ここに来て巨大株式会社のR&Dエンジ
ンがかつての輝きを失っている。デュポン社の中央研
究所は、1920年代から1960年代にかけてナイロン、
テフロン、合成ゴムなど、次々と新たな合成樹脂を世
に送り出してきたが、全盛期は過去のものとなり、い

まや休火山のごとくである。RCAはGEに買収され、
コダック社もゼネラルモーターズ社も連邦倒産法第11
条の適用を申請した。日本においても、企業の研究所
がニュース報道の対象となる成果は見当たらない。例
外らしい例外は、島津製作所くらいなものであろう。
　ここでは大企業病と呼ばれる劣化現象も無視できな
いが、気になるのは飽和の可能性である。最初の企業
内研究所が登場してから1世紀が経過するなかで、人
類はやれることをやり尽くしてしまった観がある。こ
の1世紀の途上では、やり尽くしたと思った頃に計測
機械の進歩が隣接産業で起こり、その恩恵に浴すこと
で実現するイノベーションが回り回って計測機械の更
なる進歩を促すといった類いの複雑な相互作用があり、
イノベーションに次ぐイノベーションが連鎖反応的に
実現した。ところが、相互作用の起点になる発見は20
世紀半ばの固体半導体素子とDNAの二重螺

ら

旋
せん

構造が
最後で、そろそろ息切れが目立つように思えて仕方が
ない。
　飽和の兆しは事業の舵取りにも垣間見える。例えば、
1990年前後に提唱されたビジネス・プロセス・リエン
ジニアリング（BPR）は、劣化現象を見せ始めた巨大
株式会社を解体・再生する動きと捉え直すことができ
る。この解釈を支持するかのごとく、1990年代の半ば
にはアウトソーシングの動きに火が付いて、アメリカ
では企業内研究所の解体が加速したことは記憶に新し
い。この流れをリードするのがシスコシステムズ社や
アップル社で、彼らは不確実な自社R&Dを縮小して、
結果を出したベンチャーをM&Aする道を歩んでいる。
そして、ここに来てオープンイノベーションが一種の
流行語になっているのも、企業内研究所がますます不
振を極めている現実の裏返しと私は受け止めている。
　このような解釈が成り立つのなら、更なるイノベー
ションに期待を寄せる見方も根強いところではあるが、
21世紀の扉を本格的に開く鍵は社会制度の改変に求め
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るべきであろう。巨大株式会社がやれることをやり尽
くしてしまったとすれば、それとは異なる経済活動の
主体を新たに設計すればよいだけのことである。その
ほうが努力に対する見返りは大きくなる可能性を秘め
ている。

　6. エレクトロニクス 4.0の可能性

　センサーがインテリジェント社会の到来を牽引する
動きは既に始まっている。その初動において、日本の
センサーメーカーは残念ながら部品供給業者としてデ
ジタルカメラやスマートフォンなどのデバイス側に組
み込まれてしまった。それで成功を収めた企業が皆無
とは言わないが、概してセンサー事業が有望という見
方は浮上していない。その意味において、現状は仕切
り直しを必要とするし、今なら間に合う。
　仕切り直す際に留意すべきは、センサーから発生す
る価値をいかに取り込んで、センサーメーカーの側に
内部化するかである。消費の排他性が働く部品をデバ
イスメーカーに売るという発想では、現状と何ら変わ
らない。その発想を捨てて、センサーが生成する情報

を売ることができれば、文字通り仕切り直しになる。
そのためには、多種多様なセンサーが生成する情報を
プールして、それを誰でも自由に使えるようにしたう
えで、使用から利益を得る川下のサービス提供者から
利益の一定割合を徴収するような仕組みを構築しなけ
ればならない。さらに徴収した利益を多種多様なセン
サーメーカーに分配する方式も設計する必要がある（図
表2）。
　ここで多対多の商取引を成立させる新たな制度設計
に成功すると、次の段階としてセンサーメーカー側に
は新たなセンサーを開発するだけではなく、新旧のセ
ンサーを個別デバイスの外に設置・施工するインセン
ティブが発生する。例えば病院待合室の天井に待機人
数を感知するセンサーが設置されると、川下では待ち
時間の少ないタイミングを契約者に知らせるサービス
を提供する事業が成立する。契約者は無駄な待ち時間
を減らしたい患者の他に、製薬会社のMR（医療情報
担当者）あたりまで含まれるかもしれない。病院側に
負荷の平準化というメリットをもたらし、その一方で
無駄な待ち時間を減らすことができれば、社会的な便
益は大きい。20世紀は豊かな社会に見えて、実は時間

図表2 センサー事業の仕切り直し

多種多様な
センサーメーカー

多種多様な
センサーメーカー

強力なデバイス
メーカー

ユーザー ユーザー

従来のセンサー事業 センサー事業のリ・インベンション

情報のプール

利 益利 益

薄 利
利益の
一定部分
を配分

加工・サービス提供

センサーが生成す
る情報を加工して
サービスを提供す
る事業者
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を随所で無駄にする後進性を抱えていたのである。
　病院の待合室は一例に過ぎず、単一デバイスに収ま
らない設置場所の候補はいくらでもある。例えば、21
世紀の象徴のごとく自動運転の可能性が取りざたされ
ているが、これも車というデバイス側に各種のセン
サーを搭載するだけでは無理がある。車同士が相互に
コミュニケーションをとるようになっても、なおかつ
難しい。この限界を乗り越えるには車輌の外の状況を
モニターして、車輌側に伝えるような工夫が要る。し
かしながら、自動車メーカーに道路や沿線建物にセン
サーを設置して回ることは期待できない。自社がコン
トロールしない空間にセンサーを設置するには幾多の
困難が待ち受けるうえ、自動車メーカーだけでは十分
な恩恵を引き出せないからである。至るところに埋め
込まれるセンサーは自動運転以外の目的にも使える可
能性があり、公共財の性格を帯びるところが難しい。
　センサーの設置に関しては、投資負担が先に来て、
回収はずっと後になるというタイミング上の問題もあ
る。投資を負担する主体と、そこから利益を得る主体
が異なる問題もあって、仲介者を置く必然性は高い。
多種多様なセンサーを同時に設置したほうが個別に設
置して回るより施工コストを節約できるという面もあ
るうえ、いったん設置されたセンサーが生成する情報
は最大限に多重利用したほうが社会的な便益が大きく
なるという面もあり、おそらく仲介者が投資を負担し
て、利益を分配する方式が有力と思われる。
　ここで画期的な制度を設計し、新たな産業組織の構
築に成功する国には、21世紀の世界をリードするチャ
ンスが回ってくる。少なくとも22世紀の初頭から振り
返れば、ここに関ヶ原があったとする見方が定着する
のではなかろうか。経済大国が軒並み精彩を欠き、新
興国ばかりが期待を集める状況を眺めていると、そろ
そろ法人資本主義が制度疲労を来しており、個別企業
の力ではできないことを可能にしていくステージに我々

は差し掛かっていると考えたくなる。原丈人氏が『21
世紀の国富論』（平凡社、2007年）で公益資本主義とい
う考え方を提起したのも、大枠では同じ問題意識を共
有するものと思われる。企業の所有者、すなわち株主
がアメとムチを駆使して、経営者と従業員から搾り取
れるだけ利益を搾り取るという図式では、もはや新た
な価値が生まれないことは誰の目から見ても明らかと
言えよう。
　最後に、このような転機において日本が優位に立つ
と考える根拠を示しておく。まず、日本はアメリカほ
ど法人資本主義一辺倒に染まっていない。かつてに比
べると弱くなったとはいえ、まだまだ共同体や公益の
意識が残っており、一企業の枠組みを超える対話の場
も健在である。さらに、部分的に民営化しつつも、政
府が株式を保有する半官半民の機関が日本には存続し
ており、仲介の労を執る適役には事欠かない。アメリ
カでは、グーグルやアマゾンのようなベンチャー企業
が21世紀の扉を開こうと躍起になっており、新たな社
会インフラストラクチャーを構築しつつある彼らの足
跡は称賛に値するとしても、一民間企業がどこまで公
共財の供給に成功するかは未知数である。そこに日本
が異なるアプローチを持ち込んで、パラダイム競争を
仕掛ける意義は大とすべきではなかろうか。
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　1. グローバル企業はなぜダイバーシティを
　　 重視するか

　IBMやHP、Microsoftなどのグローバル企業で、日
本との違いを最も感じるのは、多様性（ダイバーシ
ティ）である。さまざまな年齢、国籍、背景の人々
が共に働いている。障害のある、また女性の管理職
は当たり前である。食堂にはハラルフードやベジタ
リアン向けの料理があり、祈りの場も確保されてい
る。人事のダイバーシティプログラムには、女性、高
齢者、障害者、LGBT（Lesbian、Gay、Bisexual and 

Transgender）などと共に「男性」という項目もある。
マネジャー以下女性ばかりの部署で、逆ハラスメント
を起こさないための指針である。年齢も柔軟で、40代
の男性課長が、20代の女性部長の下で、60代の役員経
験者を部下に持って仕事をすることもありうる。
　IBMのHuman Ability &Accessibility Centerの役
員であるフランシス・ウェスト氏は、2013年同志社で
次のように語った。
　「IBMがダイバーシティを重視するのは、世界で最
良の人財を確保し、イノベーションを進めるためです。
多様な環境、背景、能力の人々が集まり、共に最適な

日本で活用されていない人財には、子育て中の女性、若年無業者、
介護で離職を余儀なくされる管理職、高齢者、障害者などがいる。
ICTは、それぞれのニーズにどのように応えることができるのだろうか？
また、すべての年齢で学び直すために、教育は、今後どのように変わるべきなのだろうか？
内外の事例を比較しながら、今後の日本の人財イノベーションについて提言する。

キーワード
イノベーション　人財　ユニバーサルデザイン　ジェロントロジー　アクセシビリティ　テレワーク

同志社大学 政策学部 教授／大学院 総合政策科学研究科 ソーシャルイノベーションコース 教授／ 
株式会社ユーディット（情報のユニバーサルデザイン研究所）会長兼シニアフェロー

人財イノベーションとICT
─ダイバーシティの確保こそが産業競争力の源泉─

関根 千佳 Chika Sekine
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ソリューションを考えるなかで、互いの状況やニーズ
を理解し、その結果、多くの人を満足させることので
きる製品やサービスを創り出すことができるのです。
100年続く技術の会社として、多様性やアクセシビリ
ティを進め、世界で最良の多様な人財を得ることがで
きたことを誇りに思います」
　多様性こそが、イノベーションと産業競争力の源
泉であるというのは、グローバル企業の基本的な考
え方である。FacebookのCOOが女性であることも、
Googleでウェアラブル端末や自動運転車の開発に携
わっているのが全盲の研究者であっても、全く不思議
ではない。そして、その人財の多様性を支えているの
が、ICTなのである。

　２. 日本で活用されていない人財群とは

　残念ながら、日本ではこのような考え方は、まだあ
まり一般的ではない。日本には、人財が足りないとい
いながら、活用されていない無尽蔵の資源がある。女

性、高齢者、障害者である。外国人も、技術者として
の活用はまだまだである。優秀な留学生は昇進可能な
海外の企業へ就職してしまう。女性も、若年無業者も、
いったん離職してしまうと、再び正社員になる道は厳
しい。日本では、能力がありながら、それを正当に評
価する仕組みがないために、力を発揮する場所がない
人々が多数存在するのである。いわば「労働環境のユ
ニバーサルデザイン」が、できていない状況なのであ
る。経済的には先進国の一部でありながら、なぜこの
ような、世界の常識とはかけ離れた状態が続いている
のだろうか？そして、それに対し、ICTは解決に貢献
できるのだろうか？それぞれの課題と解決策を探って
みる。

2.1 女性の育児離職を防ぐ
　2013年10月の世界経済フォーラムで発表されたジェ
ンダー・ギャップ指数は、日本は136カ国中、105位
である（図表1）。政治分野における女性の割合や、企
業における女性管理職の割合などが、影響している。

図表1  ジェンダー・ギャップ指数（2013）
　　　 各分野の日本の順位と比較
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政治参画
（118/136）

教育
（91/136）

健康
（34/136）

1

0.8

0.6

0.4

0.2

0

アイスランド
1位 /136カ国中

日本
105位 /136カ国中

平均
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ちなみに、中国は69位、インド 101位で、日本より一
つ上位の104位は、カンボジアである。
　現在118位である政治分野では、国会議員や閣僚の
女性比率に加え、最近50年間の国家元首の在任年数の
男女比も算定の対象であるため、急激な地位の向上は
期待できない。だが現在104位である経済参画におい
ては、労働参加率や推定勤労所得、管理者や専門技術
者の男女比が算定の対象なので、改善が期待できる。
　例えば東芝やリコーのように、技術系の女性役員が
活躍することで、経営層の意識が劇的に変わった企業
もあり、ロールモデルの意義は大きい。またTOTOや
パナソニックでは、消費者視点から商品のユニバーサ
ルデザインを推進するためにも女性比率を上げるべき
というトップの理解で、活躍の場が広がってきた。自
動車のメーカーは、かつては、男の職場という印象が
強かったが、実際の購入の意思決定の6割は女性が関
与しているというデータもあり、日産では採用や管理
職の女性割合を倍増してきている。トヨタも、ユニ
バーサルデザインの車を開発し販売するためには、女
性の視点が欠かせないという考え方になってきた。
　だが、これらの企業で、戦力となった女性たちが直
面するのが、いわゆる「35歳の壁」である。入社して
10年近く、キャリアも順調に積んできたところで、第
一子出産の壁、第二子出産の壁、それぞれの小学校入
学の壁などが立ちふさがる。いまだに根強い「三歳児
神話」の誤解や、保育園や学童保育の不足、長時間の

通勤、夫の転勤による家族分断など、核家族化した夫
婦世帯だけでは支えきれない状態が続く。イクメンが
かなり増えてきたことは喜ばしいことであるが、育
児休業の男性取得率はまだ1桁であり、北欧のように
90%が当たり前に取得するという事態にはなりえない。
　この状態を解消するためのICTが貢献できることの
一つは、テレワーク（在宅勤務）である。復帰後のこと
を考えれば、育児休職中も、常に情報だけは共有して
おくほうが望ましい。男女ともに、育児休職は会社や
役所で義務化するくらいの意思をもって、まずは政府
から率先して頂く必要がある。総務省は2017年まで
にテレワーカーを10%にすると言っているが、家でも
会社でも、セキュアな環境があれば問題なく働けるの
で、50%以上を目標にすべきである。カナダの情報担
当相に2005年に会ったとき、テレワークの進捗状況
を聞いて、笑われた。
　「どれくらいテレワークが進んでいるかって？ 100％
だよ。場所は選ばない。君たちは、僕らが何のために
BlackBerryを開発したか、わかっているのか？今日
は家で働きたいと思ったら、秘書に、I will work at 
home today. って知らせるだけさ。僕のスケジュール
はクラウドで共有しているし、仕事は全部、ネット
ワーク上でできるからね。で、日本の政府では？どれ
くらい家で働くの？」
　役所ではゼロに近いと、さすがに恥ずかしくて言え
なかった。日本でも、仕事を続けたい社員がいれば、
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ICTがそれに応えるべきである。技術はあっても、制
度や意識が追い付かず、優秀な人財を手放すことは損
失である。
　筆者が1998年に創業した株式会社ユーディットは、
社長以下、全員が在宅勤務である。正社員は週に一度、
私の自宅である横浜の「本社」に集まり、2時間ほどリ
アルな会議をして、昼食を食べて帰る。それ以外は、
基本的に自宅で仕事をする。ワーキングマザー、障害
のある社員、親の介護で退職した人など、基本的に在
宅で働きたい人も、全く問題なく仕事が継続できる環
境である。スケジュールや基本的な情報は、ほぼクラ
ウド上で共有している。広報はWebとFacebookなど
で行い、連絡は、ML（メーリングリスト）とSNSを
使い、電話は外部の秘書サービスに転送し、完全在宅
を実現している。大雪でも、インフルエンザが流行し
ても、震災の時も、Skype会議を併用すれば仕事に影
響はなかった。BCP（事業継続計画）は、万全である。
テレワークは企業の危機管理の第一歩であり、平時か
らの備えが重要だ。
　育児休職は、女性だけでなく、男性も、数週間で良
いので必ず取得するべきだ。そして男女とも、育休明
けを考えて、テレワークで仕事を続ける仕組みを会社
全体で検討する必要がある。なぜなら、それは、次の
年代に訪れる、介護との両立のために必須の経験にな
るからだ。

2.2 中高年の介護離職を防ぐ
　現在、50 ～60代の社員を悩ませている問題は、介
護と仕事の両立である。それも男性に多い。この年代
では管理職になっていたり、職場ではなくてはならな
い人財であることが多いが、それでも親の介護ゆえに
離職するケースが後を絶たない。かつて日本では、舅

しゅうと

姑
しゅうとめ

の介護は嫁の仕事であった。だが現在、その割合は
激減している。女性たちは、自分の両親の介護で手一
杯の場合も多い。これから男性は、自分の親の介護は
自分がやる時代になった、ということを自覚しなくて
はならない。保育園の待機児童はほぼ解消した地域も
あるが、特養などの待機高齢者は、数万人というレベ
ルである。生きている間に入れる確率は、宝くじに当
たるより低いかもしれない。国は施設から在宅へと方
針を固めた。住み慣れた家で最期まで生きるために、
親を看るのは息子である中高年社員の責務となる。
　そのために、ICTは何ができるか。50歳を過ぎた
管理職は、出社を週に1回程度に制限し、仕事はネッ
トワーク上で行うよう、仕事の在り方そのものを変え
るべきである。管理職の作業は、基本的に在宅でも可
能なものが大半だ。全ての50歳以上の管理職が、出
社に及ばず、家で仕事を、ということが当たり前の
社会になったとき、初めて、BPR（Business Process 
Reengineering）の重要性が見えてくる。時間でなく、
アウトプットの品質で評価される社会に移行する。そ
れは仕事というものの概念を変え、会社の概念を変え、
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若年層のワークライフバランスを改善し、仕事と子育
ての両立を支援する。さらに、親の介護に向き合う中
高年社員の離職を減らし、その経験値を一挙に失うと
いうリスクを企業が軽減できる。また、中高年社員自
身にとって、65歳以降の引退した自分を考える、良い
契機となる。地域に、家庭にいる時間が長くなること
で、引退後の生活を考え、それ以降の人生設計をする
チャンスとなる。高齢社会に必要な製品、サービスな
どのニーズを把握し、新たな市場開拓につながる可能
性も出てくる。これも、ユニバーサルデザインの社会
につながる、イノベーションの一環である。

2.3 高齢者は若年層を支える側に
　日本はすでに、人口の26%が65歳以上という、世界
一の高齢国家である。今後、数十年の間、どの国も追
いつけない。長寿そのものは祝うべきことであり、始
皇帝以来、人類が追い求めてきた理想でもある。ただ
し、日本の場合は、問題が残る。われわれ日本人自身
が、加齢や、高齢社会とは何かを、正しく認識してい
ないということである。それは、日本の高齢化が、世
界に類を見ない速度で進んだことに由来する。
　一般的に、高齢化率が7%になると「高齢化社会」、
14%になると「高齢社会」と呼ぶ。フランスなどヨー
ロッパの成熟国では、この7%から14%への移行が、
100年以上かかっている。社会のインフラも、人々の
意識も、ゆっくりと時間をかけて、高齢社会に順応し

ていった。しかし日本は、この移行にたった24年しか
かかっていない。社会全体の意識は、いまだに人口が
増加していた時代、高度成長期のモデルを引きずった
ままなのである。ちなみに、21%を超すと「超高齢社
会」と呼ぶが、14%から21%への移行も、日本は14年
で、世界最速である。
　この結果、何が起きているのだろうか？欧米では、
成熟することは、ポジティブに捉えられる。若いころ
には手が出せなかった、大人向けの高品質の商品は、
市場が大きい。観光地も、若者は歓迎だが、同時に
リッチで時間もあるシニア層に向けた、文化の香り高
い街のほうが、集客力も利益率も高いので、そのよう
にデザインされる。巨大なビジネスチャンスと捉える
べきなのに、日本では高齢化をネガティブに考えるの
は、高齢社会に対する正しい知識を持っていないから
である。
　欧米の大学には、100年以上前から、ジェロントロ
ジー（gerontology）という学問領域が存在する。加齢
とはどういうことか、高齢社会はどのようにデザイン
されるべきかなどについて、老年医学、家族社会学、
栄養学、社会福祉学、法律学等を分野横断的に学ぶも
のである。学部ではごく一般的な学問として履修され
るし、大学の中に専門の研究センターを持つところも
多い。MITではAge Labが、Media Labと同様に有名
である。他にもミシガン大学や、カリフォルニア大学
デービス校には、ジェロントロジーの大きなセンター
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がある。しかし残念ながら、日本では、このジェロン
トロジーという学問領域そのものが、全くと言ってい
いほど知られていない。加齢学、高齢学、老年学など
と訳されるが、講座を持っているのは、桜美林大学、
東京大学などに限られる。筆者も同志社大学で、政策
トピックスという科目の中で「華麗学？への招待」と
いう副題の講義を行っているが、全学部から受講者が
来る。学生たちは、就職すれば高齢社会の現実に向き
合うことになる。企業ならユニバーサルデザインの商
品開発や、行政なら高齢社会の施策にかかわるのだか
ら、卒業後には必ず役に立つ学問である。
　だが、肝心の高齢者自体が、高齢社会について学ぶ
場は多くない。65歳で引退した高齢者は、自分の人生
を、それからどのように設計して生きれば良いのか、
皆目わからない状態で地域に戻ってくる。引退したら
趣味や旅行に生きようと考えていたかもしれないが、
それには余生は長すぎる。現在の平均寿命は男性で86
歳、女性は90歳近い。引退後20年間は、まだ元気な
のだ。この経験豊富な、時間とお金と、世の中の役に
立ちたいという願いを持つ巨大な人財群こそ、日本が
活用すべき最大の資源である。少子高齢化は、少数の
若年層が、巨大な高齢者層を支えるという図を描くか
ら暗くなるのだが、反対に、巨大なシニア層が、若年
層を支えるという図を描くことも可能なのだ。時間と
経験のある高齢者が、子育て中のカップルの二重保育
を手助けしたり、学童の理科実験を手伝ったりできる。

自宅でネットを使って起業することで、地域の若者の
雇用につなげることもできる。
　ここで必要となるのが、シニアのスキルと、企業も
しくは地域のニーズとをマッチングさせる、クラウド
上のシステムである。現在、東京大学とIBMでは、高
齢者の仕事プラットフォームということで、モザイク
型就労という名前の仕組みを提案している。フルタイ
ムでは働く気はもうないが、細切れの時間であれば十
分だれかを手助けできるシニアが、自分のスキルと時
間を登録しておいて、必要のある人の支援に入るとい
う仕組みだ。
　今後、引退したシニアが、地域において、自ら情報
を探し、かつ発信していくシステムがますます必要に
なっていくだろう。職を探すのも、地域のレストラン
やスポーツジムを探すのも、その評価をするのも、シ
ニアが中心になるかもしれない。だから、それら、地
元密着のシステムは、ユニバーサルデザインでなくて
はならない。年齢や状況を問わず、誰もが始めから使
えることが前提であり、必須である。目が見えにくく
ても、耳が聞こえにくくても、記憶力が少し弱っても、
きちんと使えるコミュニティ支援サイトが必要なので
ある。それが、高齢者を人財として活かす文化につな
がるだけでなく、歳をとって軽度重複障害者になると
いう事実を、高齢者自身が受け入れやすくなり、社会
の多様性を高めることにつながる。では、その障害者
について見てみよう。
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2.4 障害力が拓くイノベーション
　 日本と海外のダイバ ー シテ ィ プログラム の中で、
もっとも異なるのが、障害者に対する政策である。欧
米の企業では、障害のある社員は、ごく普通に同じ職
場で働いている。しかし日本では、ごく少数を除き、
特例子会社での雇用が中心である。国は障害者雇用率
を2.0％に上げ、推進してはいるのだが、「障害という
能力を持つ社員」として活用している企業は少ない。1
年契約の雇用でベースアップもないところさえあり、
管理職としての登用は、ほとんどない。第1章で示し
たような、グローバル企業にとっての競争力の源泉と
いう考え方をしているところは少ないのが現状であ
る。日本の企業も、アクセシビリティの技術は持って
いる。しかし、それは、なかなか社会全体には広がら
ない。それを保証する社会制度がないからである。そ
して何より、われわれ日本人の意識のなかに、障害

（Disability）ではなく、能力（Ability）を見るという文
化が育っていないからだ。これは前章で述べた、加齢
に対する理解の薄さと同根である。
　もっとも、IBMやMicrosoftにならい、いくつかの
日本企業でも、障害のある社員を活用するケースは増
えてきている。NECや富士通では、視覚障害者がデザ
インセンターに来てから、ユニバーサルデザインに対
する理解が進み、携帯電話やATMの開発に大きく貢
献した。NTTでは、研究所の真ん中に特例子会社を
作ったため、研究所内を車いすユーザーや白杖のユー
ザーが行き来するようになり、理解が大幅に進んだ。
KDDIでも、聴覚障害者の意見から新たなサービスの
開発が進められている。ごく少数ではあるが、このよ
うな、優秀な障害者のロールモデルは、国内でも存在
する。目が見えなければ、聴覚や記憶力、言語能力に
優れる場合も多い。耳が聞こえなければ、視覚やデザ
イン能力に優れることもある。車いすマラソンの世界
記録は、健常者より43分も速いのである。

特 集 論 文

　1990年のADA（障害を持つアメリカ人法）の成立に
当たって、ブッシュ大統領は、「無尽蔵の、手つかず
の、優秀な労働力を、われわれは産業界に迎え入れる
ことができるのだ」と演説した。アメリカの連邦政府
には、17万6千人の障害者が雇用されているという。
ホワイトハウスには障害を持つ政府高官も多い。車い
すはメガネのように見慣れた支援技術である。4代の
大統領に仕えた全盲の研究者もいる。その人たちの雇
用に貢献したのが、ICTのアクセシビリティである。
　それを、法律も支えた。1986年のリハビリテーショ
ン法508条は、政府や研究機関における公共調達をア
クセシブルなものに限るという法律であった。障害を
持つ職員が、いつどこに転勤しても、その日から仕事
ができないと困るからだ。これは2000年に改定され、
強制法規となった。Webサイトやサービスも含め、そ
うでないものを調達した公務員は提訴される。世界中
のICT企業は、ユニバーサルデザインの製品しか作ら
なくなった。KindleやiPadが、シニアにも使いやすい
のは、この法律のおかげである。
　アクセシブルなICTがあれば、障害者の就学や就労
は可能になる。さらに、グローバル企業が障害者雇用
に熱心なのは、彼ら彼女らのニーズが、次のイノベー
ションにつながるからである。グラハム・ベルは、耳
の聞こえない妻のために音を届ける道具として電話を
開発した。インターネットの父、ビントン・サーフ
は、自身も夫人も聴覚に障害があり、連絡を取り合う
手段として、電子メールの利用を考えた。音声認識ソ
フトは、最初は頸髄損傷者の入力ツールとして開発さ
れた。世界初の視線入力ソフトは、ALS（筋萎縮性側
索硬化性）のホーキング博士の入力用に開発されたも
のである。多くのイノベーションが、切実なニーズか
ら始まり、支援技術（Assistive Technology）として磨
かれ、誰にでも便利であると理解され、ユニバーサル
デザインの製品として広く普及していった。ICT企業
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図表2  大学型高等教育機関への25歳以上（社会人）の入学者の割合

出典：OECD 教育データベース（2007 年）より作成

の全て、われわれの全ては、障害者に感謝すべきであ
る。
　日本の政府には、障害のある人に「教育と技術」を
渡すことによってエンパワーするという考えが薄かっ
た。障害者権利条約への批准に向けて、2013年になん
とか障害者差別解消法が成立し、四半世紀遅れで、よ
うやく政策が始まったところである。パラリンピック
の選手の活躍でわかるように、今や身体障害者の多く
は、事故や病気で後天的に障害を持った人である。加
齢により障害や困難を抱える人も多い。いわば、われ
われの全てが、近い将来、障害を持つ可能性がある。
障害者や高齢者に使える、ユニバーサルなまち、もの、
社会インフラ、ICTを開発し普及することは、とりも
なおさず、われわれ自身の未来のためなのである。

　3. 教育と技術とICTで、世界を変える

　日本は、多くの人財を持っているが、まだまだ活用
しきれていない。もったいない話である。この現状を

打破するために、私は次の提言をしたい。「教育と技
術とICTで、世界を変える」ことである。
　日本の教育は、レベルは高いのだが、残念ながらダ
イバーシティが薄い。女性は増えているが、理系、特
に工学系ではまだ1割程度である。また高等教育機関
に25歳以上の学生が在籍する率は、OECD平均で21%
なのに、日本ではたったの1.8％しかいない。多様性の
大変少ない社会なのである（図表2）。
　障害のある学生の比率は、欧米では5 〜 6％である
が、日本はわずか0.2%である。スタンフォード大学
もハーバード大学も、障害学生支援センターのトップ
は、重度障害を持つ女性教授である。なおハーバード
大学は、学長も女性である。欧米では、コミュニティ
カレッジを始めとして、大学とは多様な人が学ぶ場で
ある。障害を持ったら大学へ行けと言われる。ここで
支援技術やICTを学ぶことができ、就労の道が開かれ
る。
　残念ながら、日本では、優秀な社員でも、中途で障
害を持った場合、就労継続ができない場合も多い。支
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特 集 論 文

援技術やICTを学べる場所が、大都市圏以外ほとんど
ないからである。日本の大学はそのような機能を持た
ない。
　また、大学で教えている内容も、時代の変化を反映
したものになっていない気がしている。大学は、学生
に、卒業後の長い人生を生き抜いていく力、困難を切
り拓く力を、渡せているのだろうか？女性社員たちが
35歳の壁を越え、周囲を説得して、仕事を続けていく
力は？いったん、ニートやフリーターになった若者が、
再就職のために、企業で必要とされる技術を学びなお
す場は？障害者がメインストリームで働くために、合
理的配慮（Reasonable Accommodation）を、粘り強く
交渉していく能力は？ 50代の管理職が、親の介護の
ために、時間管理と、仕事の見える化を学ぶ必要が出
てきたら？人生のどのフェーズにおいても、仕事を続
けるためには、自分の能力をきちんと把握し、阻害要
因を除去し、周囲を変えるよう働きかける能力が必要
である。だが、それは、いつ、どこで学ぶことができ
るのだろう？ 
　日本には、技術も、ICTのインフラもある。足りな
いものがあるとしたら、それを使うための、教育の場
である。もし、高等教育を含む身近な教育機関が、全
ての年代の人々に開かれていたら？ MOOCs（Massive 
Open Online Courses）などのオンラインコースが
e-learningを通じて、何歳でも、どこに住んでいても
学ぶことができたら？英国のOpen Universityや放送
大学のように、アクセシブルな学びが可能になった
ら？仕事はテレワークが中心となり、子育て中でも、
介護中でも、問題なく続けることができたら？もし糖
尿病などで中途失明しても、支援技術やアクセシブル
なICTを使って働き続ける方法を学べたら？そして、
そのときどきで、足りないスキルを学ぶための、マッ
チングシステムがクラウド上に存在していたら？
　これから、日本の人財活用において、もっとも変わ

るべきは、教育であろう。技術が、ICTが、それぞれ
の人のニーズに寄り添うユビキタスなものになって
いったように、教育も、人生のそれぞれの時期に合わ
せて、必要な情報を、技能を、どこででも学べるよう、
カスタマイズされたものに進化していくはずである。
ユニバーサルデザインの本質とは、万人に普遍的なも
のであるということを、より深めて、「それぞれのニー
ズに合わせて」オーダーメイドの内容にしていけるこ
とにある。ヨーロッパでは、ユニバーサルデザインを、
Design for Allというが、ICTの進化によって、それ
はDesign for Eachとなる。一人ひとりの、それぞれ
のニーズや能力に合わせて、アクセシブルに、教育と
技術とICTが提供されるとき、世界は変わるだろう。
イノベーションは、いつも、人々の切実なニーズから
始まった。それがフロンティア（新天地）となって、新
たな地平を切り拓いてきた。人間の幸福のためにICT
ができること、いや、ICTにしかできないイノベーショ
ンは、まだ、たくさんあるのだ。
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同志社大学 政策学部 教授／大学院 
総合政策科学研究科 ソーシャルイノ
ベーションコース 教授 
株式会社ユーディット 会長兼シニア
フェロー
九州大学法学部卒。日本IBMでトッ
プ に直訴して障害者支援技術 セン
ターを1993年に開設。1998年に
株式会社ユーディットを創立、代表
取締役に就任。2012年から現職。
専門は、できるだけ多くの人にとって
使いやすいものやまちをつくる“ユニ
バーサルデザイン”と、高齢社会の在
り方を考える“ジェロントロジー（高
齢学）”。内閣府、総務省、経済産業
省、国土交通省などの審議会、多く
の自治体や業界の委員を歴任。放送
大学・美作大学客員教授。東京女子
大・新潟医療福祉大・神戸大などの
非常勤講師。主著に『ユニバーサル
デザインのちから』生産性出版、『「誰
でも社会」へ』岩波書店、『スローな
ユビキタスライフ』地湧社、『情報社
会のユニバーサルデザイン』放送大
学テキストなど。

Chika Sekine

関根 千佳

参考文献 OECD各国の大学型高等教育機関への25歳以上（社会人）の入学者の割合＜ http://www.mext.
　　　go.jp/b_menu/houdou/22 /06 /_icsFiles/afieldfile/2010 /06 /22 /1294984 _06 _2 .
　　　pdf#search='

内閣府資料　女性技術者のエンパワーメント推進に関するシンポジウム資料「女性技術者登用によ
　　　る産業競争力強化を目指して」2014年2月12日

田澤由利（2014年2月）『在宅勤務が会社を救う　社員が元気に働く企業の新戦略』 東洋経済新報社

東京大学高齢社会総合研究機構（2013年3月）『東大がつくった高齢社会の教科書』ベネッセ

廣瀬洋子、関根千佳（2014年3月）『情報社会のユニバーサルデザイン』 放送大学テキスト

関根千佳（2002年11月）『「誰でも社会」へ――デジタル時代のユニバーサルデザイン』岩波書店

関根千佳（2010年１月）『ユニバーサルデザインのちから』生産性出版
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4

　1. はじめに

　経済成長にとって、企業の持続的なイノベーション
の実現は重要な課題である。企業は、新製品やサービ
スを開発し、新市場を見つけ、そして、ビジネスプロ
セスを効率的に改善し続けなければならない。しかし
ながら、イノベーションを実現することは、たやすい

ことではない。
　イノベーションの源泉については、これまで、様々
な局面から分析されてきた。イノベーションは技術に
関連するため、例えば、研究開発投資や企業の技術レ
ベルの向上は重要である。しかしながら、イノベー
ションは技術だけではなく、企業全体の活動によって
達成される。そのため、経営者のリーダーシップ、組
織構造、経営革新志向の組織文化、組織能力なども重

今日、社会全体に普及したICTは企業のイノベーションに大きな変化をもたらしている。
ICTは、企業内のみならず、企業間・企業と顧客間のビジネスを革新させるツールとなった。
しかしながら、ICTを導入しても、イノベーションを促進するとは限らない。
そこで本稿では、2012年に中小企業に実施したアンケート調査を用いて、
どのようにすればICTが企業のイノベーションを促進するのかについて検証する。
分析の結果、イノベーションを実現している企業では、経営者や従業員が積極的に取り組むプロセスで
ICTを利用し、その結果、イノベーション能力と吸収能力が更に高まり、
イノベーション活動が活性化されていることが確認された。

キーワード
ICT　イノベーション　イノベーション能力　吸収能力　ITケイパビリティ

近畿大学 経済学部 総合経済政策学科 教授

井戸田 博樹 Hiroki Idota

ICTは企業のイノベーションを
促進するか

特 集 論 文
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要な要因となる。
　また、イノベーションの源泉は、経済発展や技術、
社会規範などの他の局面によってシフトする。20世紀
後半以降、インターネット、パーソナルコンピュー
タ、スマートフォンのようなICT（Information and 
Communication Technology）が、企業のみならず社会
全体に普及した。その結果、ICTはイノベーションに
大きな変化をもたらした。
　ICTは企業の生産性を改善し、イノベーション活動
を拡大させるツールである。ICTは、企業内のコミュ
ニケーションの効率を改善し、知識創造の場を提供し
た。また、他の企業や組織、あるいは顧客とネット
ワークを持ち、情報を共有し、コラボレーションする
ことを可能にした。そして、インターネット上の電子
商取引の市場を構築し、新たなビジネスの場を提供し
ている。その結果、ICTは、イノベーション活動を促
進させる要因の一つとなっている（Dogson et al., 2006; 
Lee & Xia, 2006; Idota et al., 2014）。
　しかしながら、やみくもにICTを導入しても、イノ
ベーションを十分に促進するとは限らない。本稿では、
どのようにすれば、ICTが企業のイノベーションの促
進要因になり得るのかについて検討していきたい。

　2. イノベーションとICT

　イノベーションとは、企業活動を通じて、経済全体
を飛躍的に発展させることである。自社にない画期的
な新製品や新サービスを開発して顧客に提供する（プ
ロダクトイノベーション）、従来の製品であっても生
産方式を改善したり、流通方法を抜本的に見直すこと
で顧客への提供の仕方を変更する（プロセスイノベー
ション）などの企業活動を行うことで、企業は経済を
発展させる一役を担っている。
　イノベーションの定義については諸説あるが、近年

は技術分野を中心とするプロダクトイノベーションに
とどまらず、経営革新と呼ばれるように企業活動の
広範囲の革新を意味するようになってきた。例えば、
シュンペーターは、イノベーションを「新結合の遂行」
とし、「新財貨の生産」、「新生産方式の導入」、「新販
路の開拓」、「原料・半製品の新供給源の獲得」、「新
組織の実現」の五つの場合を含む概念として説明して
いる（Schumpeter, 1934）。同様に、OECDでは、イ
ノベーションを、（1）新製品とサービスに関するプロ
ダクトイノベーション、（2）新生産方式と流通方式に
関するプロセスイノベーション、（3）デザイン、パッ
ケージ、産地の変更に関する市場イノベーション、（4）
ビジネス実践、職場環境、内外の組織間関係に関す
る組織イノベーションの四つのタイプに分けている

（OECD & Eurostat, 2005）。
　イノベーションにおける最重要課題は、いかにして
プロダクトイノベーションを実現するかである。新製
品やサービスの開発には、顧客ニーズを把握し、マー
ケットを見極め、開発すべき製品やサービスを明確化
しなければならない。また、模倣困難な技術開発力に
加えて、他社に先駆けて開発するためにスピード化が
必要となる。そのためには、マーケティングや研究
開発（R&D）に関連するICTが必要となる。特に、近
年急速に普及したSNS （Social Network Service） や
Twitter、Blogなどのソーシャルメディアでは、一般
消費者の生の声が発言されることが多く、サイト内の
消費者の行動や書き込みデータをテキストマイニング
などで分析することによって、既存製品の改善や新製
品・サービス開発に役立つ情報を得ることができる。
顧客と共同で製品を開発したり、顧客に試作品のテス
ターとして協力してもらうことも可能となる。また、
社内でソーシャルメディアを利用することで従業員間
のコミュニケーションを活性化させるとともに、プロ
ダクトイノベーションに関する知識創造プロセスを強
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化することもできる（Idota et al., 2011）。
　一方、成熟化した市場においてはプロセスイノベー
ションやその他のイノベーションも重要な課題となる。
先進国では経済が成熟化しており、市場では商品が飽
和状態にある。そのような市場では、類似的な機能を
持つ製品やサービスが多数提供され、それらのライフ
サイクルは短縮している。このような市場で収益を生
む出すためには、顧客志向に徹することが重要となる。
顧客ニーズを的確に捉えて、需要を喚起し、不要な在
庫を抱えないように小ロットで効率的に生産し、物流
コストを削減するようにしなければならない。すなわ
ち、プロセスイノベーションが重要性を増してきてい
るのである。このプロセスを効率的に構築するために
も、ICTが必要となる。
　従来のプロダクトイノベーションやプロセスイノ
ベーションは、企業内あるいは、その系列企業群の
中でなされ、技術やノウハウが蓄積されてきた。し
かし、今日、社内外から情報、技術、アイデアを集
め、それらを結合して共同でビジネスモデルを構築す
るオープンイノベーションが注目されるようになった

（Chesbrough, 2003; 2006）。多くのイノベーティブな
企業は、系列を越え、様々な企業や組織と連携して、
顧客ニーズ、先端技術、ライバル企業の新製品開発情
報などの情報や技術、アイデアなどを収集してイノ
ベーション活動を行っている。このような場合、供給
企業から顧客までの全ての企業で情報を共有し資源を
活用する戦略が必要となる。ICTは、企業を結び付け、
イノベーションに関連する情報を共有させる。その
ため、オープンイノベーションを促進するためにICT
の利用は必要不可欠となっている （Gassmann and 
von Zedtwitz, 2003; Dogson et al., 2006; Piller and 
Walcher, 2006; Dittrich and Duysters, 2007; Idota et 
al., 2014）。
　以上のように、ICTがイノベーションにとって重要

な要因となり得ることがわかる。それでは、どのよう
にICTを利用すれば、イノベーションを実現できるの
であろうか。

　3. イノベーティブな企業とICT

　イノベーション能力が高い企業は、独自のR&D能
力にたけ、中長期的な戦略の柱となるコア技術やビジ
ネスモデルを持っている。また取引先の問題を解決す
る力や提案力にもたけている。そしてイノベーション
に関する企業活動を継続的に実践し、それらを強化し
続けているのである。
　これらの企業は顧客や他企業から積極的に情報を収
集し、イノベーションに活用している。そのために
は、外部の情報や知識を活用する能力である吸収能力
が必要となる（Cohen and Levinthal, 1990; Zahra and 
George, 2002）。この能力のレベルは、組織のメンバー
が持つ予備的な関連知識に関連する。予備知識は新し
い情報の価値を認識し、それを同化して事業目的に
応用するパワーを与える。独自のR&Dを行う企業は、
この吸収能力にも優れている傾向がある（Cohen and 
Levinthal, 1990）。すなわち、イノベーティブな企業
は、独自のR&D能力にたけ、かつ社外の企業や組織
と連携して、イノベーションに必要となる様々な情報
や技術、アイデアなどを収集・共有し、吸収して、イ
ノベーション活動に取り組んでいるといえる。
　また、そのような企業には、ICTの利用にも積極的
な傾向がある。元来、イノベーションに関わる技術情
報などは暗黙的で複雑なものが多いため、移転が困難
である（von Hippel, 1994）。そのため、イノベーショ
ンには研究開発担当者同士の対面接触が重要である。
その前提に立った上で、これらの企業では、コミュニ
ケーションを補完し、強化するようにICTを利用して
いる。
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　さらにICTは、これまで接したことがない他の企業
や顧客との接触を可能にし、新たな情報や画期的なア
イデアに触れる機会を増加させる。その結果、革新的
なイノベーションを生み出す可能性が高まる （若林、 
2009）。すなわち、イノベーションを実現するには、
企業内のような近接的なメンバー間のネットワークと
ともに、他企業や顧客ともネットワークを持つことが
重要となる。そのため、イノベーティブな企業は、積
極的にICTを利用していると考えられる。

　4. イノベーティブな企業による
　　 ICT利用に関する実証分析

　ICTがイノベーションの促進要因になり得るかを解
明するために、我々は、2012年2月に全国の中小企業
3,959社を対象に「イノベーティブな活動に関するアン
ケート調査」（有効回答数647社）を実施した 1）。回答企
業は、製造業（55.2%）、建設業（28.4%）が多く、次い
で情報通信業（8.19%）、サービス業（5.87%）の順であっ
た。また1985年以前に設立された企業が71.3%を占め

図表1  回答企業の基本データ

1945年以前 

2000年以降 

無回答

～1970年

～1985年

～2000年
設立年

20人未満

101～200人

201人～

20～30人

31～50人

51～100人

無回答

67

45

21

231

163

120

45

43

10

209

192

122

26

647

10.36

6.96

3.25

35.70

25.19

18.55

6.96

6.65

1.55

4.02

100.00

32.30

29.68

18.86正社員数

合計

件数 ％

1000万円以下

5000万～1億円以下

無回答

1000万～2000万円以下

2000万～3000万円以下

3000万～5000万円以下
資本金

建設業

その他

無回答

製造業

情報通信業

サービス業

170

119

9

115

115

119

184

13

2

357

53

38

647

26.28

18.39

1.39

17.77

17.77

18.39

28.44

2.01

0.31

100.00

55.18

8.19

5.87
業　種

合計

件数 ％
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ており、従業員数は「20 〜100人」が80.84%と多かっ
た（図表1、前頁）。アンケートでは、最近5年間（2005
〜 2010年）のイノベーションの実施の有無、新規事業
への経営者の参画状況、従業員の意識、イノベーショ
ン能力、吸収能力、イノベーション活動、ICT利用の
効果について質問し回答を得た（図表2）。これらの変
数について因子分析を行った上で、ICT利用とイノ
ベーションの関係性に関するモデルを作成して共分散
構造分析を実施した（図表3）2）。
　分析の結果、ICT利用とイノベーションの関係につ

いて次の3点が読み取れる。
（1）イノベーションプロセスにおける経営者の参画と
　  従業員の意識は、ICT利用の効果を高める。

（2）ICTの利用は、イノベーション能力と吸収能力を
　  高める。

（3）ICTの利用とイノベーション能力、吸収能力は、イ
　 ノベーション活動を高め、その結果イノベーション
　 を興す。また、ICTの利用は直接、イノベーショ 
　  ンを実現しやすくする。
　以上のように、イノベーティブな中小企業にとって、
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図表2  分析に使用した変数

● 最近５年間の新製品・サービス開発提供
　（プロダクトイノベーション）の有無

● 最近５年間の新しい生産方法または
　販売方式の導入（プロセスイノベーション）の有無

イノベーション

潜在変数 質問項目（観測変数） 潜在変数 質問項目（観測変数）

● 新規事業は、トップ自らがアイデアを出し
　決定することが多い

● 新規事業は、トップが陣頭指揮をとって行っている

経営者の参画

● 従業員は会社の目標を理解している

● 従業員は自社に誇りを持っている

● 従業員は自社の強み（中核的能力・技術）について
　理解している

● 仕事上の問題について、同僚間で相談しやすい
　雰囲気がある

● 従業員は自社技術や製品・部品が利用される場面を
　理解している

● 従業員は自分の仕事とは直接関係のないことでも、
　他者が仕事上の問題を抱えた時は手助けしている

従業員の意識

● 新製品・新サービスを生み出す力

● 取引先の問題を解決する力、提案力

● 中核となる独自の技術力、研究開発力

イノベーション
能力

● 自社の技術を積極的に外部に提供している

● 他社から技術的な提案を受けている

● パートナー企業の強みを理解しており、お互いが
　強みを持つ分野で協力し合っている

吸収能力

● 新商品・新サービスのアイデアは企業内部で
　生まれることが多い

● 基礎的研究と製品開発の研究が連携されている

● 研究開発が製品・サービス化に結び付いている

● 自社の製品・サービスや競合他社の製品について
　データ分析している

イノベーション
活動

● 商品の広告に役立った

● 経営判断・事業展開のスピードが向上した 

● 製品の開発期間が短縮した

● 新製品や新サービス開発点数が増加した

● 顧客ニーズの把握が容易となった

ICT 利用の
効果
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ICTはイノベーションの促進要因であることが確認さ
れた。ICTは直接イノベーション活動やイノベーショ
ンに有用であるだけでなく、イノベーション能力と吸
収能力を向上させ、その結果、イノベーション活動を
推進するという間接的な効果ももたらしている。しか
しながら、ICTは単独で効果を生むのではなく、イノ
ベーション能力や吸収能力と同様に、新規事業への経
営者の参画や、従業員の意識によって効果が高まる。
効率的かつ有用なイノベーションを実現しようと経営
者や従業員が積極的に取り組むプロセスで、ICTを利

用する。その結果、ICTの利用効果が高まるのである。
すなわち、人的・組織的要因が、ICTを利用したイノ
ベーションの実現に重要となることがわかる。

　5. むすびに代えて
　　 —企業イノベーションのための今後のICT利用

　本稿では、どのようにすればICTが企業のイノベー
ションを促進する要因になり得るのかについて検討し
てきた。イノベーティブな企業は、経営者や従業員が

図表3  ICTとイノベーションの関係性

注 : この図表は、説明変数および目的変数の潜在変数のみ抜粋している。
図表中の細線および ** は、5% 未満有意、太線および *** は 1% 未満有意、点線は非有意を表す。また数値は、標準化係数を表す。

イノベーション
能力

ICT利用の
効果

イノベーション
活動 イノベーション

吸収能力

経営者の
参画

従業員の
意識

0.171**

0.516***

0.336***0.153***

0.245***

0.239***

0.242***

0.402***

0.153**

0.144**

0.191***

0.363***

0.091

0.185***
0.253***
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積極的にイノベーションに取り組むプロセスでICTを
利用し、その結果、イノベーション能力と吸収能力が
高まり、イノベーションを実現していることが確認さ
れた。これは、実証分析で用いた製造業や建設業の中
小企業だけに限ったことではなく、サービス業や大企
業にも当てはまる。イノベーション能力と吸収能力を
高め、そして、ICTを利用していくことは、企業規模
に関わらず、全ての産業に必要となろう。
　最後に、企業イノベーションのための今後のICT利
用について考えてみたい。今後ますます、企業を取り
巻く環境は激変していくであろう。そのようにダイナ
ミックに変化する環境を認識し、顧客ニーズに迅速に
対応するには、企業には俊敏性（agility）が要求される

（Goldman et al., 1994）。しかしながら、多様化する顧
客ニーズは、予測困難であり、常に変化する。そのた
め、他社に先駆けて、いかに迅速に新製品、サービス
を提供し、ビジネスプロセスを組み替えていくかが課
題となる。さらに、変化に対応するために、ビジネス
プロセスを柔軟に再構築する必要がある。そのように
考えていくと、従来のように、自社の独自のビジネス
プロセスに合わせて情報システムを開発することも重
要であるが、ERP（Enterprise Resource Planning）な
どの標準化されたパッケージや、ソーシャルメディア
やクラウドサービスを組み合わせて、迅速かつ柔軟に
ビジネスプロセスを組み替えていくことも有益となる。
　このように、変化するビジネスプロセスに応じて
ICTを組み合わせて巧みに利用するには、ITケイパビ
リティ（IT capability）が必要となる。
　ITケイパビリティとは、「他の経営資源や組織能力
と共にITベースの資源を結集し、展開する能力」であ
る（Bharadwaj, 2000）。ITベースの資源には、（1）情報
通信技術、共有可能な技術的プラットホームやデータ
ベースから構成されるITインフラストラクチャ、（2）
従業員の訓練、経験、従業員間の関係性、洞察力、技

術者や管理者のITスキルのような人的IT資源、（3）ノ
ウハウ、組織文化、評判、環境適応力といった見えざ
る資 産（ インタンジブルズ：i n t a n g i b l e s）が あ る

（Bharadwaj, 2000）。個々の物理的なIT資源ではなく、
シナジー効果（synergy effect）を生み出すように様々
なICTや人的・組織的資源をシステムとして統合する
能力こそが、ビジネスプロセスに応じてICTを巧みに
利用することを可能にする。イノベーティブな企業に
は、ITケイパビリティを高めることも求められるので
ある。
　なお、ITケイパビリティは、業務遂行を通じてICT
を利用するとともに、新たなICTによって業務改善の
機会を捜索し、実際に業務改善を繰り返すことによっ
て高められる（古賀、2005）。すなわち、今後、ICTを
用いてイノベーションを促進するには、従業員が日常
の業務遂行を通じてICTの利用能力を高めるだけでな
く、日ごろから業務改善の可能性を模索する。そして、
新たに登場するICTの可能性を理解し、迅速かつ柔軟
にビジネスプロセスの革新のために必要に応じてそれ
らを組み合わせて取り込むこともますます重要となろ
う。
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特 別 論 文

　1. デジタルネイティブとは？

　現代の若者を捉える言葉には、「デジタルネイティ
ブ」や「サイバーキッズ」「ミレニアム」など様々な言
葉があります。中でも「デジタルネイティブ」という言
葉は、そのインパクトの強さから、世界中で注目され、
産業界を始め、学者や政府、広告業界、メディア・IT
産業などで活発に論じられてきました。

「デジタルネイティブ」と「デジタル移民」
　「デジタルネイティブ」という言葉は、文字通り、

「デジタル」と「ネイティブ」という二つの言葉が合わ

さってできています。「デジタル」は、デジタル機器や
デジタル時代、デジタル世界に関するもの。そして

「ネイティブ」は、「その土地や国に生まれた人」や
「生まれつき」などの意味があります。つまり、デジタ
ル時代に生まれ育った人たちを「デジタルネイティブ」
と呼んでいます。
　デジタルネイティブの名付け親マーク・プレンス
キィ（Mark Prensky）は、現代の若者はテレビゲーム
やインターネット、携帯電話など、デジタル機器に絶
え間なく関わることによって、アナログ時代の人たち
とは脳の発達の仕方が異なっていると、脳科学者の見
解を引用しながら自説を述べています（Prensky , 
2001a; 2001b）。

「デジタルネイティブ」—この現代の若者を捉える言葉は、インターネットやソーシャルメディア、
携帯電話などデジタル技術の急速な普及とともに世界中で活発に論じられてきた。
しかしこの言葉には同時に多くの批判も投げかけられている。
本論文では、まず「デジタルネイティブ」という言葉の定義を明らかにし、
世界及び日本における研究動向を紹介する。
そして「デジタルネイティブ」概念に対する批判や限界について考察し、
現代社会における若者とメディアを捉えるために有効な視点を提示していく。

キーワード
デジタルネイティブ　若者　メディア　スマートフォン　ソーシャルメディア

早稲田大学 文学学術院 教授

高橋 利枝 Toshie Takahashi

デジタルネイティブを越えて
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　さらにプレンスキィは、アナログ時代に育ち、大人
になってからデジタル世界に移住した人たちのことを

「デジタル移民」と呼んで、デジタルネイティブと対比
させています。

デジタルネイティブの定義
　また、法学者であり、デジタルネイティブプロジェ
クトを行ったハーバード大学ロースクールのパルフ
リィ教授ら（Palfrey ＆ Gasser, 2008）は、「デジタル
ネイティブ」を、1980年以降に生まれ、デジタル技術
にアクセス可能で、「デジタルリテラシー」を身に着け
ている人と定義しています。そしてその特徴を「グロー
バルな文化を共有し、絶えず互いにつながっている」と
述べています。
　本稿では、「デジタルリテラシー」の狭義の定義とし
て、マスメディア時代のメディアリテラシー 1）にプラ
スして、携帯電話やパソコンなどのデジタル機器を使
いこなせる（発信力やクリエイティビティ、批判性を
含めて）能力とします。そして、広義の定義として「デ
ジタル世界を生きるための能力」としたいと思います2）。

　2. デジタルネイティブの研究動向

世界におけるデジタルネイティブ研究
　アメリカをはじめとしてイギリス、フランスなどの
西欧諸国や、日本、韓国、インド 3）などの非西欧諸国
においてもデジタルネイティブは注目を集めてきまし
た。フランスでは、ル・モンド紙が、「デジタルネイ
ティブは企業を激変させる」4）や「企業よ、デジタルネ
イティブの到来に対して準備せよ」5）などというセン
セーショナルな記事を書いています。これらの記事の
中では企業の文化的、社会的、組織的、技術的習慣を
かき乱すような若者像が描かれています。
　企業がデジタルネイティブに注目する理由は次の二

つに集約されます。第1に、社員としてのデジタルネ
イティブ。デジタルネイティブと呼ばれる世代の人た
ちが企業に就職するにあたって、新入社員研修にデジ
タル技術を取り入れたり、企業内コミュニケーション
や仕事のやり方や採用の方法など、会社や組織の在り
方そのものを変革する必要があるというもの。第2に、
顧客としてのデジタルネイティブ。これまでのアナロ
グ時代の消費者とは異なるため、マーケティングや商
品開発、広告、顧客との関係の構築の仕方、企業の役
割など再構築していく必要があるというものです。
　デジタルネイティブに対する関心は各国の企業ばか
りではなく、米空軍や研究者たちの間でも高まってき
ました。例えば、2009年11月には、ノーベル賞受賞
者などを支援しているアメリカの研究機関“AFOSR 

（Air Force Office of Scientific Research）”が、世界の
「若者とメディア」に関する研究者20人を集め、デジ
タルネイティブに関するワークショップを開催しまし
た。アメリカ、イギリス、オーストラリア、韓国、日
本などの脳科学者やゲーム研究者、社会学者、ジャー
ナリストなどとともに、私も招

しょう

聘
へい

され、韓国の脳科
学者Soo-Young Lee 教授がホストとなり、KAIST

（the Korea Advanced Institute of Science and 
Technology）で3日間のワークショップが開かれまし
た 6）。
　同じ頃、イギリスでは、ロンドン大学教育学部の
バッキンガム（David Buckingham）教授とオックス
フォード大学教育学部のデーヴィス（Chris Davies）教
授、ロンドン･スクール･オブ･エコノミクス大学の社
会心理学者リビングストーン（Sonia Livingstone）教授
の3人によるデジタルネイティブに関するセミナーが
開催されました。このセミナーは、「デジタルネイティ
ブ：一つの神話」7）と名付けられ、学術的な見解から
厳しい批判が投げかけられました。
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日本におけるデジタルネイティブ研究
　日本では2008年11月にNHKスペシャルで取り上
げられて以降、認知度が高まってきます。2009年に
はドン・タプスコットの邦訳書『デジタルネイティブ
が世界を変える』が出版され、東京大学情報学環の橋
元良明教授と電通総研による共同研究「ネオ・デジタ
ル・プロジェクト」（橋元他、2009）が行われました。
ここでは、デジタルネイティブを76世代、86世代（20
代、30代）とし、その特徴をパソコンやインターネッ
ト、テキスト・音声ベースでコミュニケーションをす
るとしています。それに対して、96世代（10代）をネ
オ・デジタルネイティブとし、モバイル、動画、映像
によってコミュニケーションをするとしています。
　 また同じ頃、 博報堂の原田曜平氏（2009）による

「ケータイネイティブ」の調査が行われました。山本七
平の『空気の研究』（1977）や村社会など日本の文化的
特殊性に注目し、ケータイネイティブの特徴として、
情報収集より人間関係の維持・拡大を重視しており、
携帯電話による絶え間ないつながりによって、「噂話・
陰口が多く、出る杭は打たれ、他人の顔色をうかがい、
空気を読むことが掟とされる、かつて日本にあった村
社会が若者の間で復活したのです」（p.246）と述べてい
ます。そして戦後の村社会の崩壊の動きと逆行して生
まれたこのような新村社会は、24時間常時接続のため
逃げ場もなく、「複雑な人間関係のしがらみに息苦し
さを感じ、既視感によって視野や行動範囲を狭めてち
ぢこまる村人と、地域や偏差値や年代を超えて活動の
幅を広げる村人との『ネットワーク格差』を生み出し
たのです」（p.247－248）と指摘しています。
　 さらに東京大学総合文化研究科の木村忠正教授

（2012）はデジタルネイティブを4世代（第1世代：～
1982年生まれ、第2世代：1983 ～ 87年生まれ、第3
世代：1988 ～ 90年生まれ、第4世代：1991年生まれ
以降）に分類しています。そして原田氏同様「空気」

概念に注目して、音声通話、ケータイメール、ミク
シィ、ブログなどに異なる「空気」が存在することを
指摘しています。
　このようにデジタルネイティブ研究では世代間の格
差について注目されている一方で、ケータイネイティ
ブ研究では、20代後半以下の同じ世代でも、日本の新
村社会に閉じこもる村人と、グローバルなつながりを
求める人との間の世代内における格差について述べら
れています。

日本におけるデジタルネイティブの定義
　私自身は、2007年にハーバード大学バークマン・セ
ンターから「デジタルネイティブ」プロジェクトへの
協力要請を受けた時、日米におけるメディア環境の違
いからデジタルネイティブを以下のように便宜的に定
義しました（高橋他、2008年、p.72）。 

　Windows 95が発売され、パソコンが一気に普及する
　ようになった1995年を基準として、このときに12歳
　以下（中学校に入学する以前）であった者をデジタル
　世代（Born Digital）、13歳以上であった者を非デジ
　タル世代（Non-Born Digital）とし、パソコンや携帯
　電話などの情報機器や通信機器を日常的に利用し、
　高度なメディアリテラシーを習得しながら、社会化
　の過程を経た若年層世代

　もちろん、現代の高度情報化社会を生きる全ての人
たちが、メディア環境の変化の影響を同じように一様
に受けているわけではありません。本人の年齢、学
歴、階級、文化資本、親の学歴・職業など様々な要因
によって、新しい情報技術へのアクセシビリティや適
応力、自己呈示や他者との相互作用の在り方は異なる
でしょう。そのためデジタルネイティブの実態を捉え
るために、ここでは世代間と世代内の格差を考慮する

特 別 論 文
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ため、世代軸とデジタル・ライフスタイル軸（デジタ
ル実践者Live Digital と非デジタル実践者Non-Live 
Digital）によって、現代を生きる人たちを以下のよう
に四つに分類しました（図表1）。
　第1に、デジタルネイティブ（Digital Natives）。こ
れは、パソコンや携帯電話などの情報機器や通信機器
を日常的に利用し、高度なデジタルリテラシーを習得
しながら、社会化の過程を経た若年層世代を意味して
います。特に、ソーシャルメディアや、ニコニコ動画
やYouTubeといった動画共有サイトを積極的に利用
することによって、積極的に情報収集やコミュニケー
ションをしている若年層世代を指しています。
　第2に、デジタル異邦人（Digital Strangers）。これ
は、高度情報化が実現された社会に生まれながら、社
会・経済的格差により日常生活において、パソコンや
携帯電話などの情報機器や通信機器を利用することな
く生活してきた若年層世代を指します。
　第3に、デジタル定住者（Digital Settlers）。デジタ
ル定住者は、幼少期から家庭や学校などでパソコンや
携帯電話などの情報機器や通信機器に接触しながら
育ったわけではありませんが、ある程度の社会化の過
程を経たあとにデジタル世界に入り、高度なデジタル
リテラシーを習得し、日常的にそのような能力を生か

した実践をしている人を指します。
　第4に、デジタル移民（Digital Immigrants）。デジ
タル移民は、これまでの生活のなかで、デジタル世界
を経験することがなかった人たちを意味します。

デジタル世代vs.非デジタル世代
　プレンスキィを始めとするデジタルネイティブに関
する主な言説は、図表1の赤枠の「デジタルネイティ
ブ」と「デジタル移民」の2項対立を用いて論じられて
きました。デジタル世代と非デジタル世代では、メ
ディアのエンゲージメントの仕方が異なります。例え
ば、総務省の調査（2013a）によると、各メディア別の
利用を世代で比較すると、図表2（次頁）に見られるよ
うに、デジタルネイティブである10代、20代はテレ
ビよりインターネットの行為者率の方が高く、利用時
間も拮

きっこう

抗しています。一方、テレビ、新聞、ラジオの
利用は世代とともに、利用時間、行為者率ともに増加
している一方で、インターネット利用は減少していま
す。非デジタル世代である60代ではテレビ利用が圧倒
的に多く、インターネット利用は40％程度にとどまっ
ています。そしてデジタル世代である25歳以下に注目
した調査（総務省、2013b）によると、スマートフォン
／フィーチャーフォンを所有している高校生以上では、

図表1  世代とデジタル利用による四分類

（高橋利枝他，2008，p.72）

デジタル実践者
Live Digital

デジタル世代
Born Digital

非デジタル世代
Non-Born Digital

デジタルネイティブ
Digital Natives

デジタル定住者
Digital Settlers

デジタル移民
Digital Immigrants

デジタル異邦人
Digital Strangers

非デジタル実践者
Non-Live Digital

1
2

3

4

53Vol.18 2014 Summer



図表2  主なメディアの利用時間と利用割合（総務省 , 2013a, p.2）

図表3  スマートフォン／フィーチャーフォン所有者が最も重要だと思う機器（総務省 , 2013b, p.6）

特 別 論 文

※ 平均利用時間：各情報行動について、一日あたりの平均時間
※ 行為者率：調査の 2 日間の 1 日ごとにある情報行動を行った人の比率（利用割合）を求め、平均したもの

出典：総務省 情報通信政策研究所（2013）「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」

出典：総務省 情報通信政策研究所（2013）「青少年のインターネット利用と依存傾向に関する調査」

※全体値 降順で並び替え
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最も重要だと思う機器は、テレビやゲーム機を押しの
けて、「パソコン」と「スマートフォン／フィーチャー
フォン」がともに高くなっています（図表3）。スマー
トフォン／フィーチャーフォンでほぼ毎日利用する
サービスは「ソーシャルメディアを見る」が50.4％と
最も高く、次いで「友だちとメールする」（38.3％）、

「ソーシャルメディアに書き込む」（32.3％）となってい
ます（図表4）。このようにデジタルネイティブである
現代の若者はデジタルリテラシーを習得し社会化が進

むにつれて、スマートフォンやソーシャルメディアと
のエンゲージメントが高く、テレビやラジオなどのマ
スメディアよりも重要なメディアとなっていることが
わかります。

　3. デジタルネイティブに対する批判

　インターネットやソーシャルメディア、携帯電話な
どのデジタル技術の発展に伴って世界各国において、

図表4  スマートフォン／フィーチャーフォンの利用サービス・アプリ等（総務省 , 2013b, p.28）

出典：総務省 情報通信政策研究所（2013）「青少年のインターネット利用と依存傾向に関する調査」 ※全体値 降順で並び替え
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デジタルネイティブに対して注目が集まり活発な議論
が交わされる一方で、研究者からは厳しい批判が投げ
かけられています（Bennett, Maton, and Kervin 2008; 
Helsper and Eynon 2010; Livingstone, 2009; Selwyn, 
2009）。 主な批判をまとめると、 決定論、 モラルパ
ニック、方法論、西欧中心主義、エキゾチシズムに集
約されます。
　まず、世代決定論や技術決定論に見られるように

「デジタルネイティブ」という概念が決定論的であると
いう批判があります（e.g. Selwyn, 2003; Jones, 2011）。
この批判はデジタルネイティブという概念が世代間に
おける差異を強調し過ぎており、世代内の多様性を
軽視し、現代の若者を同質化しているというもので
す（e.g. Buckingham, 2006; Facer and Furlong 2001; 
Livingstone 2008a）。
　第2に、デジタルネイティブという概念が単なる「モ
ラルパニック」（Cohen, 1972）であるという批判です。
1930年代には映画、50年代にはテレビという「ニュー
メディア」が登場した時、盛んに論じられた「モラル
パニック」と同様に今、再び、インターネットやテレ
ビゲーム、スマートフォンといったニューメディアに
対して、社会や人々、特に子供に対する悪影響に関し
て多くの不安が投げかけられています。
　第3は方法論に関する批判です。多くのデジタルネ
イティブに関する言説は現実の現象というより、むし
ろビジネスや政策のための言説にすぎず、また、プレ
ンスキィやタプスコットの研究もデータの信頼性に欠
ける（e.g. Francis, 2007）という批判です。
　第4に、グローバルなレベルで見た場合、デジタル
ネイティブの概念が西欧中心主義であるという批判も
あります。デジタルデバイドという言葉が示すとおり、
80年以降に生まれても、発展途上国や貧困による社会
経済的格差によりインターネットや携帯電話などデジ
タル機器に接することができない人たちも多く存在し

ています。
　最後に若者に対するエキゾチズムに関する批判があ
ります。ロンドン大学のバッキンガム教授は、デジタ
ルネイティブが語られる文脈には希望と恐怖が混在し
ていることを指摘しています（Buckingham, 1998）。
日本においても経済的に低迷し、閉塞感のある日本社
会の変革の希望の光をデジタルネイティブに託してい
ます。その一方で、デジタルネイティブという言葉に
込められる「他者性」は、テレビゲームやインターネッ
ト、携帯電話など新たなメディアに対する大人たちの
モラルパニックを表しています。コントロールできな
い、理解できない子供への恐怖、家庭・学校・権力の
崩壊など、社会・経済的に先行き不透明な日本社会に
おいて希望と恐怖の複雑な見解とともにデジタルネイ
ティブは語られてきたのです（Takahashi, 2011）。

　4. デジタルネイティブを越えて

　それでは、デジタルネイティブという概念は意味が
無いのでしょうか？　デジタルネイティブに対して投
げかけられた多くの批判に応え、『デジタルネイティ
ブを脱構築する』（Thomas, ed., 2011）の中でハーバー
ド大学パルフリィ教授らはデジタルネイティブの再構
築を、また、デジタルネイティブの名付け親プレンス
キィは「デジタルウィズダム（Digital Wisdom）」とい
う新しい概念について述べています。

デジタルネイティブの再構築
　デジタルネイティブに対する最も厳しい批判は、「デ
ジタルネイティブ」vs「デジタル移民」という2項対
立です。この批判に対してパルフリィらは、デジタル
ネイティブをデジタル技術を使いこなす若者たちの一
つの「世代（generation）」としてではなく、「人口、市
民、集団（population）」として定義しています。ここ
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で重要なのは、デジタル技術を使いこなす若者たちの
間にグローバルな文化が創発していることであり、「最
も重要なことは、新たなメディア実践によって何が起
きているのか理解するための共通のコミットメントを
共有すること。そして、大人も若者もメディア実践に
よって好機をつかみ、リスクを軽減するために共に努
力することである」（Palfrey ＆Gasser, 2011, p.201）と
述べています。

デジタルネイティブからデジタルウィズダムへ
　一方、プレンスキィ自身も「重要なのはデジタルネ
イティブとデジタル移民という区別を強調することで
はなく、『デジタルウィズダム（digital wisdom）』の概
念について考えることである」（Prensky, 2011, p.18）
と述べています。脳はデジタルとの相互作用によって
再構築されるため、デジタル技術は思考力を高める。
またデジタルによるデータ収集や蓄積、意思決定ツー
ルは判断力を高める。我々はすでにデジタル技術によ
る能力の向上に依存しており、オバマ大統領やルパー
ト・マードックのように多くのデジタル移民は世代間
の格差を越え、デジタル叡智にあふれていると述べて
います。

世代論を越えて
　10代から20代のソ ー シ ャ ルメデ ィ ア 利用から生
み出されたC世代という言葉があります。この言葉
が意味している、コンピュータ（Computer）、イン
ターネット上でのつながり（Connected）、コミュニ
ティ（Community）、協働（Collaboration）、変化

（Change）、自分流を編み出す（Create）などは、イン
ターネットやスマートフォン、ソーシャルメディアの
普及に伴って、世代を越えてつながり合う集団、市民

（population）の特性と考えることができるのではない
でしょうか。そして、これまでデジタル世代のデジタ

ルネイティブと非デジタル世代のデジタル移民との対
比に焦点が当てられていたのに対して（図表1）、これ
からは世代を越えてつながり合う「デジタルネイティ
ブとデジタル定住者」に対して、非デジタル実践者で
ある「デジタル異邦人とデジタル移民」の間に格差が
広がっていく。このデジタル実践者と非デジタル実践
者との間の格差は国内だけではなく、グローバル世界
の構図をも大きく塗り変えてしまうことでしょう。本
稿において広義の定義として「デジタル世界を生きる
ための能力」としたように、グローバル化、デジタル
化が進む世界においてデジタルリテラシーは、かつて
の「読み書き能力」のように現代社会を生き抜くため
に必要不可欠な能力といえるのではないでしょうか。
若者に過度に変革の希望を託すのでもなく、他者とし
て恐怖を感じ、無理に価値観を押し付けるのでもなく、
現代社会におけるデジタルリテラシーの必要性を理解
し、これまで以上にコミュニケーションを大切にして
相互理解を図り、共によりよい社会を創っていくこと
が大切なのではないでしょうか。
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共著書として“The Language 
of Social Media”（Palgrave, 
2014）、“Deconstructing Digital 
Natives”（Routledge, 2011）、

“Internat ional Handbook of 
Children, Media and Culture”

（Sage, 2008）。 主な単著論文は 
‘MySpace or Mixi? Japanese 
Engagement with SNS （Social 
Networking Sites）in the Global 
Age’（“New Media and Society”, 
Sage, 2010）、「デジタル・ネイティ
ヴと日常生活――若者とSNSに関す
るエスノグラフィー」（情報通信学会
誌、2009）他多数。現在、オックス
フォード大学教育学部と共に「若者
とメディア」に関する国際比較研究を
行っている。

注 東京大学情報学環の濱田純一教授を座長とする「放送分野における青少年とメディア・リテラ
シーに関する調査研究会」報告書は、放送メディアに注目して、メディア・リテラシーを「メ
ディア社会における生きる力」とし、次の三つの構成要素からなる複合的な能力としている

（pp.5 -7）。
　　　1.メディアを主体的に読み解く能力。
　　　2.メディアにアクセスし、活用する能力。
　　　3.メディアを通じてコミュニケーションする能力。特に、情報の読み手との相互作用的
　　　（インタラクティブ） コミュニケーション能力。
　　　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/top/hoso/kyouzai.html	

「リテラシー」という言葉に関しては、情報リテラシー、メディアリテラシー、デジタルリテラ
シーなどこれまで多様な用語が用いられてきた。ユネスコは、情報技術に関わるリテラシーを
全て統合した「メディア・情報リテラシー（Media and Information Literacy）」を民主主義社会
における市民のエンパワーメントに必要な能力として現在世界中で普及活動に務めている。
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情報伝達・解体新書

彼らの流儀はどうなっている？
西表島などに生息するミナミコメツキガニは甲幅10ミリの青いカニだ。
なぜか群れを成すと渡河する。まるで集団として意志を持つかのように…。

執筆：郡司ペギオ幸夫　絵：大坪紀久子

　若いころ美人だったおばあさ

んのような味。これは小説家・

田辺聖子の、上手に炊き上げら

れた煮豆の味に対する表現で

す。「若いころ」、「美人」、「お

ばあさん」は各々常識的な意味

を指示しますから、「若いころ

美人だったおばあさん」の意味

は、その組み合わせによってほ

ぼ確定されそうです。しかし煮

豆という文脈が与えられたとき、

その意味は確かに、あるおばあ

さんの特徴を示しながら、ふっ

くらと皺
しわ

もなく炊きあげられた

煮豆の上品な味を髣
ほうふつ

髴させま

す。文学とは、あるものを意味

しながら、他でも在り得る意味

を生成し、重ねることかもしれ

ません。

　身体と心の関係や、赤いりん

ごを知覚した状態と、そのとき

煮
豆
の
味
と

群
れ
の
意
識

身体と心
現代と未来

エ ッ セ イ
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がら他の動きも在り得る、とい

う両義性を許します。ある移動

に対し、潜在する他の移動の可

能性が、実現された移動のクオ

リアに相当するのです。

　西表島に棲むミナミコメツキ

ガニは数十万規模の群れをつく

り、軍隊のように行進すること

から、兵隊ガニと呼ばれます。

干潟を歩く彼らは、孤立すると、

水に入るのを嫌がります。しか

し群れを成し、水際に沿った移

動を繰り返すうちに、密集した

部分が形成されると、そこから

一気に、水の中に入っていきま

す。

　それは、移動の可能性が重な

り合うことで初めて、実現され

るのです。実現される水への侵

入は、水を忌避し、方向転換を

するような可能性を潜在させる。

その潜在は、一個の全体として

水域を突破する群れの、クオリ

アに他ならないのです。

　煮豆の味の表現は、構成する

単語の集まりと独立に存在し、

偶然ここに出現したわけでも、

これらの語から因果的に形成さ

れるわけでもない。他でも在り

得る意味が常に担保され、微小

な外部環境（文脈）の変化によっ

て、意味の多義性が共鳴し、生

成されたのです。

　煮豆の味の意味が創発された

ように、ミナミコメツキガニは

水域を突破する。様々な外部刺

激の情報爆発をものともせず、

感覚・情動において瞬時に判断

を下す。群れによる創発的判断

は、そういった感覚・情動の潜

在を意味するものと思われるの

です。

 Yukio Pegio Gunji　早稲田大学 基幹理工学部 表現工学科 教授／神戸大学 名誉教授

1959年生まれ。東北大学理学部卒業。同大学大学院理学研究科博士後期課程修了（理学博士）。
神戸大学理学部地球惑星科学科教授などを経て現職。著書は『いきものとなまものの哲学』（青土社）、

『群れは意識をもつ』（PHPサイエンス・ワールド新書）、『生命壱号』（青土社）など多数。

のりんごの瑞々しい赤の質感

（クオリア）の関係も、若いこ

ろ美人･･･の第一と第二の意味

の関係と同じではないか。ある

指示と別の指示が予想外に重な

り、他の在り方を潜在させる様

相こそ、意識問題の核心なので

す。

　心身問題は、文学の生成の問

題である。この限りで、私は、

動物の群れが意識を持つという

主張は、 意義があると思いま

す。動物の運動は、現在の位置

と少し先の未来の位置との関係

付けでモデル化できます。要素

的な現在とその集まり〈 可能

性〉である未来は、身体的在り

方と心的在り方の縮図です。

　未来が唯一に決定されるな

ら、心は身体に還元される。し

かし実際には、還元しようにも

可能性の剰余が付きまとう。動

物の群れの各個体はまさに、絶

えず、このように動こうとしな

カニの群れの
クオリア



お 知 ら せ

2014年度著書出版・海外学会等
参加助成に関するお知らせ
本誌では、2014年度も公益財団法人KDDI財団が実施する著書出版・海外学会等参加助成に、
候補者の推薦を予定しております。

【著書出版助成】

【海外学会等参加助成】

助成内容：

助成対象者：

　助成金額 **：

助成内容：

助成対象者：

　助成金額 **：

推薦・応募：

情報通信の制度・政策の研究に関する著書出版への助成

過去5年間にNextcom誌へ論文をご執筆された方*

3件、各200万円（2013年度実績）

海外で開催される情報通信の制度・政策に関係する
学会や国際会議への参加に関わる費用への助成

Nextcom誌に2頁程度のレポートをご執筆いただける方*

北米東部 最大40万円　北米西部 最大35万円　ハワイ 最大30万円
その他地域 別途相談（総額100万円以下）

監修委員会において審査・選考し、公益財団法人KDDI財団への推薦者を決定します。
応募方法並びに詳細は、「Nextcom」ホームページ
http://www.kddi-ri.jp/nextcom/index.html をご覧下さい。
*常勤の国家公務員（研究休職などを含む）、KDDIグループ関係者は応募できません。
**2013年度の内容です。2014年度は変わる可能性があります。
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お 知 ら せ

論文公募のお知らせ
本誌では、我が国の情報通信制度・政策に対する研究活動の活性化を図るため、
新鮮な視点を持つ若手研究者の方々から論文を公募します。

【公募要領】
申請対象者：

　

論文要件：

選考基準：

公募論文数：

公募期間：

選考結果：

　　著作権等：

執筆料：

応募：

その他：

45歳以下の研究者（大学院生を含む）で、日本に在住する方
　＊常勤の国家公務員（研究休職などを含む）、KDDIグループ関係者は応募できません。

情報通信の制度・政策に関する未発表論文（日本語に限ります）
　＊情報通信の制度・政策の参考となる内容であれば、情報通信以外の公益事業に関する論文も含みます。
　＊技術的内容をテーマとするものは対象外です。

刷り上がり10頁以内（およそ1万字）

情報通信分野における制度・政策に対する貢献度を基準に、監修委員会が選考します。
（査読付き論文とは位置付けません）

毎年若干数

2014年4月1日〜8月31日
（掲載は2014年12月または2015年3月発行号を予定）

2014年11月頃、申請者に通知します。

著作権はご執筆者に属しますが、著作物の利用許諾に関する契約を締結していただきます。

掲載論文の執筆者には、5万円を支払います。

応募方法ならびに詳細は、下記Nextcomホームページでお知らせします。

1. 掲載論文の執筆者は、財団法人KDDI財団が実施する著書出版助成に応募することが
　できます。
2. 要件を満たせば、Nextcom情報通信論文賞の選考対象となります。
3. ご応募頂いた原稿はお返しいたしません。

応募方法・詳細については「Nextcom」ホームページ 
http://www.kddi-ri. jp/nextcom/index.html　をご覧ください。

お問い合わせ先：〒102-8460　東京都千代田区飯田橋3-10-10　ガーデンエアタワー 33階　
　　　　　　　　株式会社 KDDI総研 Nextcom編集部
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明 日 の 言 葉

エ ッ セ イ

を取得する際に他の発明者（エジ
ソンなど）たちと裁判で争ったり、
勝訴しても世間ではおもちゃ扱
いされ、当時のアメリカ大統領、
ラザフォード・ヘイズにも「それ
は面白い発明だが、誰が使いた
いと思うものか」などとバカにさ
れたことに憤ったのだろう。い
つまでも過去に引きずられて新
しいものに目を向けない。そこ
に可能性のドアは開かれている
のに、と。
　もしかすると、これは今日の
電話事情も予言しているのでは
ないだろうか。スマートフォンな
どは画面いっぱいに「ドア」がつ
いている。使う人は次々とドア
を開いていく。それも指先ひと
つで、あれもできるこれもでき
ると言わんばかりに。ベルもきっ
と天国で「それみたことか」とほ
くそ笑んでいることだろう。
　しかし……。
　と私は思う。やはり戸締まり
はきちんとしたい。ドアを開け
たとしても、その都度きちんと
閉じたい。情報漏

ろうえい

洩も心配だし、

　「戸締まり、火の用心、厳重
に！」
　というのが妻の口癖である。
彼女にとっては「座右の銘」でも
あるらしく、その指導のもと私
も戸締まりを徹底している。例
えば玄関の鍵を締めたら、しば
らくその場に佇む。確実に「締
めた」ことを五感で確認し、後
で「締めたっけ？」と心配になっ
た際、残像が甦るように、確認
した様子を脳裏に焼きつけてお
くのである。このところ物騒な
事件も多いので、念を入れるに
越したことはないと思うのだが、
かつて電話機の実用化に成功し
たグラハム・ベルはこんな言葉
を残している。
　「一つのドアが閉まると、別
のドアが開く。しかし、私たち
は閉まったドアをじっと見つめ、
新しいドアが開いていることに
気付かない」
　常日頃、閉まったドアをじっ
と見つめている私などは、何や
ら否定されたような気分になっ
た。おそらくベルは電話の特許

article:Hidemine Takahashi
ノンフィクション作家。1961年生まれ。東京外国語大学モンゴル語学科卒業。
著書に『素晴らしきラジオ体操』『からくり民主主義』『やせれば美人』『趣味は何ですか？』『結論はまた来週』『男は邪魔！「性差」をめぐる探究』など。

『ご先祖様はどちら様』で第10回小林秀雄賞、『「弱くても勝てます」 開成高校野球部のセオリー』 第23回ミズノスポーツライター賞優秀賞受賞。

髙
橋
秀
実

一つのドアが閉まる時、別のドアが開く。

……アレクサンダー・グラハム・ベル

戸
締
ま
り
が
大
事

Vol.18 2014 Summer64



けじめをつけたい。指先ひとつ
でスイスイ進んでしまうので、な
おさら「閉まったドアをじっと見
つめ」たいのである。その点、昨
今の機種は先に進むことを誘導
するばかりで、「閉じる」ことが
なおざりにされているように思え
てならないのだ。
　新しいドアが開いていること
は気付いている。気付いていて
使ってみたいからこそ、きちんと
閉じたい。ベルだって「閉まると、
別のドアが開く」と、閉じること
を前提にしていたではないか。
　そういえばパソコンにしても

「閉じる」より「戻る」が目立つ。
戸締まりを厳重にしないから、
出かけてもすぐ戻るようなもので、
それでは新たな世界には踏み出
せない。

　今号の特集は「情報通信とイノベーション」と
しました。いかがでしたでしょうか？
　今号の編集を進めるにあたり印象的だったのは、
ご執筆者の先生方の発想がとてもユニークだと感
じたことです。ご執筆依頼のため先生方にお話を
お伺いした際、脳のツボを押されたとでもいうの
でしょうか、数日間興奮が冷めないこともありま
した。
　今回の特集であるイノベーションに関連したご
意見をお持ちの先生方はまだまだいらっしゃるよ
うですので、引き続き、取り上げていきたいと思
います。
　さて次号の特集は、「通信市場と競争（Ⅱ）」（仮称）
を予定しています。ご期待ください。（しのはら）

本誌は、我が国の情報通信制度・政策に対する理解を深めるとと
もに、時代や環境の変化に即したこれからの情報通信制度・政策
についての議論を高めることを意図しています。
ご寄稿いただいた論文や発言等は、当社の見解を示すものではあ
りません。

●本誌は当社ホームページでもご覧いただけます。
　http://www. kddi-ri.jp/nextcom/index.html

●宛先変更などは、株式会社KDDI総研Nextcom（ネクストコム）編集部に
　ご連絡をお願いします。（Eメール：nextcom@kddi-ri.jp）

●無断転載を禁ず。

編集後記

背景

アレクサンダ ー・ グラハム・ ベル（1847
〜1922年）は、世界初の実用的電話の発
明者として知られているが、光無線通
信、水中翼船、航空工学の分野でも多く
の業績を残した。When one door closes, 
another opens.は、ベルの名言として世界
中で引用されいる。

　　　　（ネクストコム）　Vol. 18　2014 Summer
平成26年6月1日発行
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